
〆

大正十年六月七日第三種郵便物漉可大正-i望｡二年二月十五日護行 大正十二年二月十四日印刷納本

１１第 二十四論
芦

札幌山ごスキーの曾登行

熱

iii謹謹雲

_〆

ダ
ニ

▲ 一

議蕊墨っ≦参
尾．ョ

べ
侭
Ｉ ユ

,識

鍵 灘
篭

司
一
■

『
凸
■

』

匡令

蕊



フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ー
．

記
事

五
月
の
立
山

ヒ
ュ
ッ
テ
の
位
置
と
設
備
に
つ
い
て

雲
草
紙

‐
１
帝
ｑ
ｌ
ｌ
さ
■

次 目読四十二第

■■■■■■■■■■憾逼‐１■■種画Ｉ‐

圃
版

第
二
同
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
探
険
除
首
脳
者

北
而
よ
り
見
た
る
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト

大
正
十
二
年
二
月
謹
行

『
１
日
Ｐ
Ｅ
Ｒ
■

~１

比
企
元
（
六
一
）

大
烏
亮
吉

（
一
八
垂
）

加
納
一
郎
（
元
一
一
）

ポ
ー
ス
ク
ニ
ー
ゲ
ル
（
一
業
）

フ
ォ
１
ン
エ
ノ



〈なみ極1快壮其はてみ試
■

し深趣興其に更はてし達技

１－鋸スよれらみ試

□□□□□□□

通大町穂稽市樽小

店具動運屋梅
【呈進グロタカ】

香○七樽小替振番六八九話電



り
近
し
。

ｒｎｑ

東
京
よ
り

”

九
時
間
に
て
達
す
。

奥
羽
本
線
板
谷
解
ょ

谷板村上１１１郡賜置雨勝形山

泉 温色五

花れら知てしさ地一キスな良優



‐
‐
Ｉ
ト
ー
１
１
ト
ー
ト
レ
ー
い
，
昨
ｌ
則
．
．
８
Ｆ
：
仇
Ｉ
ｒ
格
．
．
苫
１
１
心
眼
‐
●
。
’
ｌ
‐
‐
１
１
＆
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｒ
４
’
０
‐
Ｌ
卜
Ｌ
７
０
，
．
‐
‐
昨
厭
１
１
陸
Ⅸ
’
四
Ｆ
碓
鵬
ｍ
Ｌ
ｒ
ｌ
能
１
１
１
‐
‐
・
器
．
．
．
．
銅
．
、
：
“
．
縄
…
宙
打
●
．
…
、
．
．
．
》
．
．
罰
、
．
・
・
０
ｑ
暇
隅
い
、
妬
ト
ト
防
止
Ｉ
Ｆ
魂
応
．
：
必
．
、
器
。
』
，
．
》
一
●
画
暇
‐
Ｆ
い
Ｉ
‐
ｊ
灼
悦
‐
ｋ
ｌ
Ｌ
牌
Ⅸ
‐
Ｉ
ｍ
Ｎ
ｍ
ｍ
い
い
脆
い
し
息
可
』
山
限
卜
．
峠
．
い
‐
昨
卜
叫
眼
匪
唯
岬
皿
報
い
“
．
ｂ
『
‐
占
訓
，
‐
．
、
巾
々
Ｆ
‐
ｊ
Ｐ
叩
．
．
‐
．
，
ロ
ー
弓

V甑
手
韓

/‘
痴孟習昏

●
。 わ１９年

千

申

し

~

歴
史
の
記
録
か
ら
考
へ
る
ご
ス
キ
ー
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
間
に

は
原
始
時
代
か
ら
用
ひ
ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

紀
元
五
世
紀
の
時
．
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
の
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
及
び
ゴ

ー
ト
の
ヨ
ル
ダ
ネ
ス
と
言
ふ
一
・
一
人
の
歴
史
家
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
迦
動
雑
誌
、
ｇ
目
呂
口
昏
①
旨
】
の
岸
霊
は
平

常
は
無
譲
フ
イ
ン
ラ
ド
語
で
書
い
て
あ
る
。
二
三
冊
持
っ
て
居
る

が
全
く
歯
が
立
派
ぬ
、
ス
キ
．
１
の
挿
磁
を
見
て
何
か
ス
キ
ー
に
閥

す
る
率
が
書
い
て
あ
る
と
思
ふ
位
の
も
の
で
あ
る
◎
こ
れ
が
特
別

製
と
し
て
全
部
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
謡
で
書
い
れ
も
の
准
渡
行
し
れ
、

そ
の
内
の
一
文
員
】
眉
営
且
。
２
句
目
目
旨
己
。
》
》
（
犯
者
は
圃
呂
‐

■
◆
。
巴
●

乱
弔
】
房
昌
Ｐ
）
を
露
出
し
れ
も
の
で
あ
る
◎
新
興
園
の
自
家
宜
博

に
乗
ぜ
ら
れ
た
窺
味
が
あ
る
が
、
と
に
か
く
書
い
て
見
た
。
丈
の

下
手
な
の
は
課
者
の
文
才
の
程
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
◎
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
に
罪
は
な
い
。
７
．
．
．

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ー

事
を
ｍ
冨
さ
冒
旦
と
言
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
「
長
き
棒
の
人
」
言

言
ふ
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
三
百
年
後
、
パ
ウ
ル
ス
、
ワ
ル
ネ
フ

リ
ー
ド
が
こ
れ
を
論
明
し
て
「
飛
び
行
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
、
何
故

な
ら
ば
足
の
下
に
弓
形
を
し
た
長
き
も
の
を
着
け
て
飛
行
き
野
獣
を

狩
る
」
ｓ
言
っ
て
居
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
的
偲
読
叙
事
詩
な
る
「
カ
レ
ヴ
ァ
ラ
」
の

中
に
ス
キ
ー
蝋
に
つ
い
て
而
白
い
事
が
現
れ
て
居
る
。
レ
ミ
ン
ケ
イ

ネ
ン
さ
言
ふ
英
雄
は
愛
人
を
得
る
篤
、
及
び
英
雄
的
行
馬
を
満
す
篇

に
、
ス
キ
ー
に
依
っ
て
地
獄
の
梁
を
磯
つ
た
。
こ
の
時
の
有
様
は
１

１
詩
に
よ
れ
ば
‐
‐
ｌ

火
が
ス
キ
ー
か
ら
き
ら
め
き

杖
か
ら
は
煙
…
・
…
．

言
言
ふ
程
早
く
飛
ん
だ
。

～
カ
レ
ヴ
ァ
ラ
の
中
に
は
ス
キ
ー
の
種
痔
の
名
蒋
が
あ
る
。
例
・
へ
ば

比
企

元

Ｉ
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塚
与
叉
は
］
昌
一
旨
．
の
如
き
で
あ
る
。
こ
の
前
者
は
左
足
に
着
け

て
行
進
中
一
達
滑
る
』
鰯
の
も
の
で
あ
っ
て
．
後
者
は
右
足
に
着
け
て

『
蹴
る
』
馬
の
も
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
に
綾
行
せ
る
オ
ラ
ウ
ス
、

マ
ー
ン
の
記
録
に
よ
れ
ば
．
前
者
は
後
者
よ
り
も
約
三
十
三
糎
長
い

の
で
あ
る
ｐ

こ
の
榛
な
原
始
の
状
態
に
あ
っ
て
は
、
物
は
急
激
に
愛
化
し
な
い

と
言
ふ
事
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
ス
キ
ー
が
特
別
な
蕊
達
す
る
に
は
長

い
年
月
を
経
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
キ
ー
の
新
時
代
の
始
め
ま
で
に

戯
百
年
を
以
っ
て
駁
ふ
事
を
得
る
と
言
ふ
事
は
明
白
で
あ
ら
う
。

十
九
世
紀
に
於
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
於
け
る
ス
キ
ー
の
透
達
は

一
は
狩
瀕
に
用
ふ
ろ
も
の
、
他
は
平
常
旅
行
に
用
ふ
も
の
と
、
互
に

濁
立
し
た
動
機
に
よ
り
明
白
に
庭
別
す
る
や
７
に
な
っ
た
。
生
活
手

段
が
狩
蝋
、
殊
に
大
な
る
獣
の
狩
蝋
に
限
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
て
ス

キ
ー
は
ス
ポ
ル
ト
的
の
も
の
と
な
っ
た
。
レ
ミ
ン
ク
ィ
ネ
ン
の
巽
狩

の
詩
も
全
く
ス
ボ
ル
ト
的
の
気
持
で
書
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
住
民
が
散
失
し
て
、
こ
の
狩
猟
も
次
第
に
稀
に
な
り
、
遂
に

十
八
世
紀
の
終
り
に
は
．
本
営
に
大
な
る
獣
を
狩
る
人
即
ち
梁
や
山

猫
（
目
鼻
。
）
を
狩
る
人
の
み
と
な
っ
た
。
逃
げ
る
獣
を
追
ふ
猿
人
は

道
を
失
ふ
事
が
あ
る
が
ス
キ
ー
が
あ
れ
ば
高
地
．
山
、
森
を
め
ぐ
っ

て
道
を
見
出
す
事
が
容
易
に
出
来
る
。
し
か
し
こ
の
様
な
職
場
叉
は

市
場
へ
行
く
事
か
ら
後
に
は
耕
作
、
畜
産
が
狩
猟
を
鯛
逐
す
る
に
至

っ
た
時
に
は
隣
人
の
訪
問
に
ま
で
用
ひ
ら
る
上
に
至
っ
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
夏
は
端
艇
に
乗
っ
て
湖
か
ら
湖
へ
ざ
長
い
川

を
経
て
旅
し
て
廻
る
が
、
冬
は
亦
氷
に
覆
は
れ
た
道
を
求
め
る
の
で

あ
る
ｐ
斯
の
如
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ー
は
平
地
叉
は
氷
上
を
旅

行
す
る
事
に
よ
り
溌
達
せ
る
も
の
で
あ
る
。

ス
キ
ー
を
競
技
化
（
ス
ボ
ル
ト
化
）
す
る
即
ち
速
度
を
早
く
す
る

事
を
始
め
て
か
ら
以
前
の
ス
キ
ー
は
終
極
に
到
っ
て
し
ま
っ
た
。

例
年
ウ
オ
ル
に
開
催
せ
ら
る
上
ス
キ
ー
競
技
曾
、
ス
キ
ー
家
に
は

《
《
○
二
一
戸
昌
冨
旨
。
こ
さ
言
は
れ
て
居
る
曾
は
、
一
八
八
九
年
に
始
っ
た

こ
れ
は
直
に
有
名
な
る
も
の
と
な
り
多
年
、
氷
の
上
も
含
め
て
行
は

れ
て
ゐ
る
。

第
三
同
の
時
、
ア
ァ
ポ
、
ル
オ
マ
ョ
キ
さ
言
ふ
四
十
七
才
の
人
が

三
十
塞
米
を
二
時
十
三
分
三
十
二
秒
で
滑
っ
た
。
一
八
九
六
年
に
は

カ
ー
レ
、
ユ
ッ
シ
ラ
は
一
時
五
十
八
分
十
二
秒
で
滑
り
、
六
十
基
米

を
四
時
二
十
二
分
五
十
五
秒
で
優
勝
し
た
。
し
か
し
記
録
は
年
々
上

っ
て
来
て
、
一
九
○
三
年
に
は
三
十
基
蕊
へ
，
一
時
三
十
四
分
、
六
十

基
米
、
三
時
四
十
六
分
七
秒
ま
で
に
な
っ
た
。
前
者
は
マ
チ
、
コ
ス

ヶ
ン
コ
ル
ヴ
ァ
氏
で
後
春
は
ィ
・
ニ
ス
カ
氏
の
記
録
で
あ
る
。

こ
の
後
，
ス
キ
ー
が
一
般
の
道
路
に
使
用
せ
る
や
う
に
な
っ
て
か

ら
「
森
ス
キ
ー
」
か
ら
、
「
道
ス
キ
ー
」
に
愛
化
し
た
。
そ
の
結
果
．

ス
キ
ー
の
展
寵
曾
に
出
品
せ
る
も
の
の
内
に
は
長
さ
二
ｕ
八
八
米
．

巾
．
六
糎
の
ハ
ァ
パ
ヴ
エ
シ
式
と
言
ふ
競
漕
用
短
艇
（
ス
カ
ー
ル
）

の
様
な
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
ハ
ァ
パ
ヴ
エ
シ
と
言
ふ
の
は
村
の
名

で
あ
っ
て
、
ル
オ
マ
ョ
キ
及
び
リ
ト
ラ
其
他
の
多
く
の
ス
キ
ー
大
家

を
輩
出
し
た
村
で
あ
る
。
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二
十
世
紀
の
始
頃
か
ら
ス
キ
ー
も
次
第
に
新
し
い
運
動
精
紳
に
支

配
さ
る
上
に
至
っ
た
。

一
九
○
一
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ー
家
が
ノ
ー
ル
ゥ
ェ
ー
競

技
曾
へ
出
場
し
た
。
こ
れ
は
ス
キ
ー
の
競
技
を
主
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
競
技
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
形
と
は
ち
が
っ
て
・
山
間
の
地

面
の
上
で
行
は
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
こ
の
様
な
土
地
を
好
ん

だ
で
あ
ら
う
。
一
は
隣
圃
で
あ
る
し
叉
、
軍
事
上
の
見
地
か
ら
し
て

し
か
し
結
果
は
意
外
で
あ
っ
た
ｐ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ユ
シ
ラ
及
び
ヘ

ポ
ァ
ホ
な
る
二
人
の
蝋
人
は
三
十
基
米
、
六
十
基
米
に
各
優
勝
し
た
。

ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
の
ス
キ
ー
は
多
分
ラ
プ
ラ
ン
ド
或
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
か
ら
徳
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
土
地
の
状
態
及
民
族
性
の
相
異

か
ら
ス
キ
ー
も
ス
キ
ー
術
も
全
く
異
れ
る
方
面
に
愛
化
て
し
ま
っ
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
於
て
は
ス
キ
ー
は
主
と
し
て
氷
に
樫
は
れ
た
川
に

浩
ふ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
・
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
で
は
山
か
ら
山
へ
、

峡
谷
を
越
い
て
旅
行
す
る
事
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら

安
心
の
出
来
な
い
烈
目
（
ク
レ
ヴ
ァ
ス
）
の
上
に
多
く
の
雪
が
あ
る
か

ら
、
携
僻
し
得
る
丈
夫
な
ス
キ
ー
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
。
そ
し
て

急
な
斜
而
や
困
難
な
曲
っ
た
路
を
容
易
に
通
過
す
る
事
を
得
さ
す
。

こ
の
様
な
土
地
で
の
技
術
は
、
氷
上
ス
キ
ー
ご
同
様
に
、
完
全
な
熟

練
即
ち
身
体
の
自
在
．
勇
気
、
決
断
と
を
必
要
と
す
る
の
み
な
ら
ず
．

頑
溌
と
狸
健
と
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
キ
ー
は
．
よ
り
一
般
的
で
、
精
紳
的
に
、
よ

り
豊
富
で
あ
る
か
ら
．
欧
洲
の
大
都
曾
に
近
い
と
言
ふ
事
以
外
に
外

国
人
を
、
特
に
な
遠
方
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
り
興
味
を
引
い
た
事
は

明
ら
か
で
あ
る
。
人
気
の
多
い
飛
躍
を
考
へ
な
く
て
も
．
全
世
界
に

興
味
を
起
さ
す
も
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
人
の
ス
キ
ー
に
封
す

る
考
へ
は
良
い
黙
も
悪
い
鮎
も
一
所
に
し
て
、
如
何
に
園
際
的
で
あ

る
か
と
言
ふ
事
を
讃
し
て
ゐ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
固
有
の
方
法

で
良
く
滑
る
と
言
ふ
事
は
北
欧
の
人
々
以
外
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い

一
九
○
五
、
○
九
、
一
三
、
二
二
、
の
各
年
の
北
欧
の
織
て
の
競
技

曾
に
て
三
十
基
米
、
六
十
基
米
の
競
宰
に
て
優
勝
し
た
の
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
。

一
九
一
三
年
以
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
目
的
は
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー

人
に
勝
つ
事
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
二
回
の
競
争
の
後
を
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
氷
の
上
で
決
勝
す
る
ひ
で
な
く
、
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
の
固
有
の

ス
キ
ー
場
た
る
有
名
な
ホ
ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン
で
勝
利
を
得
る
事
で
あ

っ
た
。
一
同
毎
に
猛
烈
な
も
の
と
な
っ
た
。
よ
く
言
へ
ば
技
術
的
の

仕
事
に
な
っ
て
来
た
。
コ
ス
ヶ
ン
コ
ル
ヴ
ァ
氏
の
如
き
、
こ
の
時
ま

で
北
欧
で
最
も
有
名
な
ス
キ
ー
家
で
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン

の
選
手
を
破
り
た
る
人
で
す
ら
こ
の
時
は
敗
戦
の
悲
痛
と
、
破
壊
し

た
ス
キ
ー
と
を
持
っ
て
蹄
郷
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
、
巾
の
狭
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
は
、
木
ル
メ

ン
コ
ー
レ
ン
の
地
面
に
は
耐
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ン
グ
ル
ｐ

ス
カ
ー
ル
が
外
海
の
荒
浪
に
ぶ
つ
つ
か
っ
た
様
な
も
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
屈
携
性
と
滑
り
得
る
性
と
を
以
っ
て
、
濁
特

の
平
地
ス
キ
ー
を
し
て
狸
健
性
と
統
御
性
と
に
よ
り
傾
斜
地
ス
キ
ー

ノ
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板
倉
勝
宣
君
を
悼
む

本
曾
々
員
板
倉
勝
宣
君
は
去
る
一
月
十
七
日
立
山

ス
キ
ー
登
山
中
不
幸
松
尾
峠
に
て
凍
死
せ
ら
る
。

君
は
本
含
の
創
立
駿
起
者
の
一
人
に
し
て
以
来
絶

へ
ず
曾
の
爵
に
識
捧
せ
ら
れ
た
り
。
本
曾
の
今
日

あ
る
君
に
頁
ふ
鹿
多
し
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

す
。
な
ほ
本
誌
は
四
月
誠
を
以
て
君
の
追
悼
難
さ

な
さ
ん
と
す
。
併
せ
て
読
者
に
謹
告
す
。

キ
ー
を
照
介
し
盛
ん
な
る
状
態
に
し
た
の
は
主
さ
し
て
森
林
勢
働
者

達
で
あ
っ
た
。
多
く
の
有
名
な
初
期
の
ス
キ
ー
家
は
森
林
勢
働
者
で

あ
っ
た
。

飛
躍
も
我
々
は
見
棄
た
の
で
は
な
い
、
ノ
ー
ル
ゥ
エ
ー
人
の
教
に

よ
り
て
飛
躍
の
含
か
ウ
ィ
プ
リ
の
附
近
で
催
さ
れ
た
。
最
も
上
手
な

飛
躍
家
も
ノ
ｉ
ル
ウ
エ
ー
ス
エ
ー
デ
ン
の
選
手
に
は
及
ば
な
か
っ
た

以
上
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
キ
ー
の
大
体
の
有
様
で
あ
る
。
要
す

る
に
ス
キ
ー
と
言
ふ
も
の
は
傾
斜
地
叉
は
厚
く
雪
で
覆
れ
た
地
而
を

絶
劉
に
要
す
る
も
の
で
な
い
と
言
ふ
事
を
知
る
だ
ら
ぅ
、
平
地
ス
キ

ー
は
愉
快
で
且
つ
塗
っ
て
居
る
。
山
の
高
さ
は
十
米
或
は
五
米
で
十

分
で
あ
る
。
も
し
我
々
が
曲
け
得
る
足
と
・
鯉
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ス

キ
ー
と
が
あ
れ
ば
。

１８４

に
愛
化
す
る
事
が
出
来
た
。
多
く
の
思
考
的
な
、
攻
究
的
な
人
が
こ

の
問
題
に
頭
を
機
し
た
。
そ
の
間
に
一
方
で
は
困
難
な
地
面
で
勝
つ

事
に
自
分
自
身
を
慎
さ
う
と
す
る
人
も
あ
る
。
そ
の
困
難
な
地
而
に

は
我
々
が
以
前
に
は
、
十
分
な
用
心
深
さ
か
ら
避
け
た
場
所
で
あ
る

こ
の
努
力
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
。
身
ｑ
号
⑦
旨
冒
胃
旨
（
鰐
・
ぬ
運

動
具
店
）
に
脇
す
る
二
人
の
山
ス
キ
ー
家
な
る
ア
ン
ト
ン
、
コ
リ
ン

及
び
タ
パ
ー
ー
、
ニ
ク
の
二
氏
は
一
九
二
二
年
ホ
ル
メ
コ
レ
ン
で
一
等

賛
を
痩
た
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に
取
り
て
は
習
憤
よ
り
も
境
遇
の
方
が
有
利
ら

し
い
、
何
故
な
ら
ば
主
な
る
道
の
状
態
は
習
慣
よ
り
も
力
を
要
し
又

滑
降
錫
に
て
は
そ
れ
よ
り
も
よ
り
少
な
い
努
力
に
て
十
分
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
敷
年
を
出
で
ず
し
て
山
ス
キ
ー
で
世
界
的
の
稲
讃
を
得

る
事
が
出
来
る
だ
ら
う
、
も
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
（
こ
れ
は
ノ
ー
ル
ゥ

エ
ー
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
勝
う
と
し
て
未
だ
勝
ち
得
な
い
）
が
我

々
を
越
す
事
が
な
け
れ
ば
。
要
す
る
に
＊
ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン
に
て
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
が
勝
つ
と
言
ふ
事
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
界
の
改
革

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
氷
ス
キ
ー
は
追
々
雪
ス
キ
ー
の
方
に
移

っ
て
行
く
が
同
時
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
猫
特
の
氷
ス
キ
ー
・
術
は
や
は
り

保
存
さ
れ
て
ゐ
る
。

幸
な
事
に
は
近
来
一
般
に
ス
キ
ー
熱
が
高
ま
っ
て
来
た
。
一
村
、

一
畢
校
、
一
畢
級
の
間
に
も
競
技
曾
を
催
し
．
畢
生
青
年
は
ス
キ
ー

曾
の
鰯
に
錐
力
し
て
ゐ
る
。
以
前
は
微
々
た
る
閲
体
叉
は
比
較
的
老

年
の
間
に
あ
っ
て
全
く
振
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
ス

ー一一一句一一＝－ヨーーーーーーー

４



五
月
の
立
山
四

室
堂
の
五
日
間
Ｉ
Ｉ
そ
の
塁
《
）
爵
さ
隆
冒
冒
麺

か
乍
ら
研
究
心
と
を
右
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
結
局
雪
崩
の
問

題
如
何
と
な
っ
た
Ｏ

そ
し
て
そ
れ
に
就
て
は
こ
の
二
脚
の
登
山
で
ほ
ぼ
察
知
す
る
こ
と

が
冊
来
た
や
う
に
思
へ
る
。
即
ち
こ
の
平
減
谷
さ
長
次
郎
谷
と
は
一

部
の
も
の
上
想
像
し
て
ゐ
た
様
に
そ
の
両
側
の
多
く
の
雪
崩
路
三
一
‐

ｇ
二
言
（
一
。
Ｈ
》
緯
邑
自
。
］
〕
の
の
主
路
と
な
っ
て
ゐ
て
、
最
も
費
路
と
し
て

は
時
期
時
間
に
依
っ
て
危
険
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

コ
ン
ピ
ネ
ー
ゾ
ン
の
登
山
法
の
甥
合
に
於
て
こ
の
剣
岳
の
登
路
の

問
題
は
現
在
私
等
に
と
っ
て
は
極
の
て
有
念
な
そ
し
て
興
味
あ
る
問

題
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
封
し
て
は
穂
高
岳

の
ご
と
き
は
却
っ
て
簡
箪
で
あ
る
今
』
思
ふ
。
即
ち
そ
れ
は
ス
キ
ー
の

滑
降
ざ
岩
さ
氷
と
の
エ
ス
ヵ
ラ
ー
ド
の
コ
ン
ピ
ネ
ー
ゾ
ン
一
こ
し
て
興

味
が
あ
る
よ
り
、
龍
な
る
そ
の
ア
レ
ー
ト
の
冨
冒
強
ｇ
に
於
て
そ
の

岩
ご
雪
と
の
状
態
と
そ
れ
に
鋤
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
如
何
に
興
味
あ

る
問
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
と
恩
ふ
。
そ
し
て
そ
の
問
題
は
多
分
時

大
島
亮
吉

１８目
一』

岸
珂

剥
儒
の
溌
路
と
そ
の
ア
レ
ー
ト
の
エ
ス
ヵ
ラ
ー
ド
及
び
券
の
雰
崩

に
就
て
。
１
１
刺
儒
は
龍
錐
か
ら
雌
も
長
い
行
程
為
右
つ
た
山
預
で

あ
る
。
時
間
は
殆
ん
さ
一
日
か
上
っ
た
。
三
〃
の
友
等
は
も
つ
と
時

間
を
笹
し
て
ゐ
る
。
私
等
の
盗
路
は
般
初
は
ど
う
し
て
も
別
山
乗
越

か
ら
そ
れ
に
つ
ず
く
プ
レ
ー
ト
を
溌
路
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
花
諦
っ

て
来
る
積
り
に
し
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
三
月
の
友
等
の
や
う
に

長
次
郎
谷
を
下
っ
て
刺
津
を
蓋
ろ
同
じ
婦
路
を
と
る
こ
上
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
然
し
そ
れ
は
却
っ
て
私
等
に
興
味
あ
る
雪
崩
の
知
識
を
得
．

さ
せ
て
呉
れ
た
熱
に
於
て
ば
或
ひ
は
有
盆
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

一
体
私
等
は
三
月
の
時
も
．
ま
た
今
度
の
五
月
の
時
も
剥
岳
に
就

て
は
特
に
そ
の
平
減
谷
と
長
次
郎
秤
さ
の
普
通
の
夏
季
の
蓋
路
さ
な

る
狭
谷
が
冬
．
春
の
積
雲
期
の
盗
山
に
於
て
の
場
合
、
果
し
て
ス
キ

ー
の
三
）
三
つ
と
し
て
可
能
性
あ
り
や
帯
や
と
言
ふ
こ
と
に
就
て
可
成

・
り
仲
珊
同
志
論
議
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
非
常
な
興
味
と
い
さ
上



で
あ
ら
う
言
想
像
す
る
Ｉ
を
越
え
・
鶴
ク
御
前
（
二
七
七
七
ｍ
）
の

雲
稜
か
、
そ
の
山
腹
を
行
っ
て
卒
蔵
谷
の
頭
さ
の
間
の
最
低
鞍
部
（
二

五
六
○
ｍ
）
を
』
９
９
号
顕
嵐
と
す
る
。
そ
こ
ま
で
の
ス
キ
ー
の
ル

ー
ト
は
風
な
く
雪
質
が
雪
崩
の
危
険
な
き
場
合
の
み
で
、
そ
れ
よ
り

も
や
§
長
い
が
、
別
川
乗
越
よ
り
一
度
剥
潔
ま
で
の
大
き
な
コ
ン
ヵ

ー
ブ
の
斜
而
を
そ
の
最
低
鞍
部
の
下
ま
で
滑
降
し
て
そ
れ
に
ま
た
登

る
行
路
の
方
が
或
ひ
は
却
っ
て
楽
で
愉
快
か
も
知
れ
な
い
。
ｓ
に
か

く
こ
の
二
路
の
ひ
と
つ
を
と
っ
て
ｇ
ｇ
ｇ
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
は
ア

レ
ー
ト
を
頂
上
ま
で
往
復
す
る
の
て
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
岩
稜
の
登

ル
ー
ト

鍵
距
離
を
可
能
的
に
短
縮
し
て
そ
の
ス
キ
ー
の
行
路
を
容
易
に
し
た

レ
ー
グ
ル

所
謂
コ
ン
ピ
ネ
ー
ゾ
ン
の
法
則
に
従
っ
て
求
め
た
登
路
で
あ
る
。
資

際
こ
の
登
路
ほ
ど
危
険
な
く
愉
快
な
登
路
は
私
に
は
現
在
他
に
見
出

す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
“

平
蔵
谷
，
長
次
郎
谷
は
共
に
冬
に
於
て
は
粉
雪
雪
崩
Ｐ
昌
一
呂
呂
①

己
呂
号
胃
の
Ⅱ
騨
鼠
ロ
の
危
険
が
多
い
と
想
像
せ
ら
れ
る
か
ら
絶
封
に

登
路
と
さ
ら
な
い
が
、
何
よ
り
安
全
で
あ
る
。
た
と
へ
早
朝
、
午
後

の
三
時
過
ぎ
で
も
街
こ
の
粉
雪
雪
崩
の
危
険
は
冬
に
於
て
は
あ
り
得

る
か
ら
で
あ
る
。
春
で
も
新
雪
の
降
っ
た
あ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
た

ｒ
晩
春
（
例
へ
ば
五
月
．
）
な
ら
ば
早
朝
薄
暮
に
こ
れ
を
登
降
す
る
こ

は
危
険
は
な
い
言
思
は
●
れ
る
が
、
ス
キ
ー
で
の
登
降
は
、
そ
の
谷
公

体
が
非
常
に
狭
く
、
且
雪
崩
の
テ
プ
リ
孔
で
充
満
し
、
た
め
に
雲
面

は
硬
く
、
凹
凸
は
け
し
く
、
岩
石
樹
木
の
散
乱
し
て
ゐ
る
が
た
め
、

全
然
不
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
そ
れ
は
非
常
な
勢
力
の
不
経
潜
さ

1８６６

間
の
問
題
、
即
ち
そ
の
ア
レ
ー
ト
の
中
間
で
の
露
管
の
可
能
不
可
能

凡
フ
ユ
ー
シ
ユ

か
或
ひ
は
登
山
小
屋
の
有
無
の
問
題
で
直
ち
に
解
決
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
て
剣
岳
に
於
て
の
コ
ン
ピ
ネ
ゾ
ー

ン
の
登
山
法
に
依
る
そ
の
登
山
の
問
題
は
ご
）
の
穂
高
岳
の
そ
れ
よ

り
は
よ
り
複
雑
で
且
研
究
に
慣
す
る
も
の
で
あ
る
や
う
に
私
に
は
思

は
れ
る
。
た
ぎ
一
個
の
山
岳
に
於
て
も
そ
の
登
路
は
時
期
に
依
っ
て

相
異
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
が
ス
キ
ー
と
言
ふ
特
別
な
用

具
の
使
用
せ
ら
れ
る
コ
ン
ピ
ネ
ー
ゾ
ン
の
場
合
に
於
て
然
り
で
あ
る
．

こ
上
に
私
は
た
蕊
私
の
友
等
の
三
月
に
於
け
る
綴
職
と
．
五
月
に

於
け
る
私
の
貧
し
い
経
慰
と
に
依
っ
て
勿
論
こ
の
問
題
を
解
し
よ
う

と
は
決
し
て
思
は
な
い
。
ま
た
資
際
に
於
て
そ
れ
は
出
来
な
い
こ
と

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
こ
の
剥
岳
の
コ
ン
ピ
ネ
ー
ゾ
ン
の
場
合
の
登
路

に
閲
し
私
は
こ
上
に
、
若
し
こ
の
次
に
私
等
が
剥
岳
に
登
る
と
し
た

場
合
は
ど
う
か
と
言
ふ
こ
さ
に
就
て
種
々
の
傑
件
老
前
提
し
て
記
す

こ
と
Ｌ
し
よ
う
。
若
し
こ
れ
が
何
か
の
参
考
に
も
な
ら
う
か
と
思
ふ

か
ら
で
あ
る
。

先
づ
最
初
そ
の
燥
件
を
前
提
す
る
と
、
時
季
は
冬
か
ら
早
春
ま
で

の
間
と
す
る
。
天
候
は
勿
論
好
晴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
よ
く

こ
の
好
購
の
日
に
高
い
ア
レ
ー
ト
や
山
預
に
非
常
に
寒
い
北
風
の
激

し
い
時
が
伸
ふ
こ
さ
が
あ
る
が
、
そ
の
や
う
な
日
は
避
け
て
．
風
の

弧
く
な
い
日
と
す
る
。
そ
の
時
私
の
と
ろ
う
と
思
ふ
登
路
は
．
室
堂

か
ら
別
山
乗
越
（
二
七
四
○
ｍ
）
１
１
別
山
乗
越
の
冬
の
状
態
は
未
だ

、
、
．
、
、
．

知
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
．
勿
論
完
全
な
ス
キ
ー
峠
８
Ｅ
①
顕
厩
》
ぬ
蔦
一
爵
哩



時
間
に
於
て
の
徒
魁
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
故
に
現
在
に
於

て
の
私
は
こ
の
平
識
谷
と
長
次
郎
谷
の
夏
季
の
登
降
路
は
公
く
ス
キ

ー
で
の
行
路
と
し
て
は
不
適
営
な
も
の
で
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る

樽
て
本
誌
上
に
於
て
深
田
正
太
郎
君
の
お
書
き
に
な
っ
た
様
に
『

最
後
に
望
み
ま
す
。
立
山
の
地
獄
谷
に
天
幕
を
張
り
之
れ
を
根
擁
地

地
と
し
て
、
星
を
戴
い
て
出
て
、
剣
の
頂
上
輝
日
を
拝
す
。
誰
か
ｒ

ス
テ
ン
ポ
ー
ゲ
ン
の
雄
大
な
跡
を
長
次
郎
灘
な
り
牢
蔵
津
に
の
こ
し

て
更
に
雄
山
か
ら
浄
土
へ
と
鑑
か
な
い
か
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
』
の
如

く
、
こ
の
平
裁
、
ま
た
は
長
次
郎
の
急
峻
に
し
て
雄
大
な
谷
の
雲
而

に
美
し
い
そ
し
て
緊
張
し
た
ラ
ー
セ
ン
の
シ
ィ
ァ
ー
ジ
ュ
を
描
き
残

し
つ
Ｅ
消
え
て
ゆ
く
勇
ま
し
き
島
昌
の
姿
を
見
る
こ
と
は
少
つ

き
難
し
い
事
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

午
後
四
時
、
薄
明
の
薄
灰
色
の
雲
の
上
を
五
つ
の
農
の
胃
の
影

が
谷
に
消
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
一
時
閲
の
後
に
は
彼
等
は
す
で

に
そ
の
別
山
乗
起
に
つ
堂
く
急
な
斜
而
を
し
き
り
に
細
か
な
ヂ
ッ
ク

ザ
ッ
ク
を
刻
ん
で
は
登
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
背
後
に
は
朝
の
太
陽
の
鮮

ら
し
い
光
線
を
上
半
身
に
浴
び
て
奥
大
日
の
頂
が
喜
ば
し
け
に
卸
い

て
ゐ
る
。
丁
度
太
陽
が
東
の
山
波
か
ら
の
ほ
り
出
し
た
頃
な
の
で
あ

ろ
う
。
や
が
て
眼
下
の
雲
而
も
次
第
に
日
に
輝
き
は
じ
め
て
来
た
。

う
な
じ
ら
３
３

然
し
遥
か
の
平
原
に
は
ま
た
薄
紫
の
か
す
ん
だ
や
う
な
朝
鯛
が
深
く

立
ち
軍
め
て
ゐ
て
．
ま
だ
そ
の
夜
の
眼
り
か
ら
は
壁
め
き
つ
て
ゐ
な

い
。
そ
し
て
そ
の
模
糊
ご
か
す
ん
だ
平
原
の
向
ふ
に
は
朝
日
に
そ
の

ル
リ
エ
フ

雲
を
光
ら
せ
た
剛
山
の
け
だ
か
い
大
き
な
山
塞
会
か
俸
彫
の
や
う
に
リ
７

ネ
ー
ジ
ュ
、
グ
ヲ
ニ
ユ
レ

、
カ
ル
な
鮮
か
さ
に
望
ま
れ
た
。
雪
面
は
や
§
硬
い
粒
状
雲
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
登
行
は
楽
で
あ
っ
た
。
総
て
別
山
乗
越
に
近
く
、
斜

面
が
一
層
急
に
狭
く
な
っ
た
虚
で
．
終
に
ス
キ
ー
は
脱
ぎ
棄
て
ら
れ

て
雪
而
深
く
突
き
立
て
ら
れ
た
。
其
虚
に
わ
が
愛
す
る
こ
の
・
一
片
の

《
邑
自
号
の
ど
は
そ
の
幾
時
間
を
い
か
に
忠
資
に
、
岩
と
雲
．
と
の
闘
ひ

に
趣
い
た
そ
の
目
豊
言
①
の
無
事
な
蹄
還
を
ひ
と
り
さ
び
し
く
待
ち

全
な
ざ
し

暮
す
こ
と
だ
ろ
う
か
。
情
け
あ
る
”
弄
一
の
胃
の
眼
差
は
ど
う
し
て
も

一
度
は
そ
の
後
に
残
さ
れ
た
ス
キ
ー
に
ふ
り
向
け
ら
れ
ず
に
は
ゐ
な

か
つ
た
。
〆

。
凡
乗
越
か
ら
は
ア
レ
ー
ト
の
雲
に
沼
ふ
て
ｏ
胃
鰻
ご
目
ｅ
五
つ
の
人
影
一

が
絶
ね
ず
注
意
し
て
そ
の
雲
を
踏
ん
で
い
っ
た
。
二
一
一
一
個
所
の
急
な
釣１

雲
而
は
西
側
の
急
峻
な
岩
稜
と
値
松
を
か
ら
ん
だ
り
し
た
。
然
し
雲
一

の
状
態
は
至
極
好
い
。
ア
レ
ー
ト
に
つ
づ
い
て
は
、
そ
の
い
か
つ
い
幅

庵
な
雨
肩
を
い
つ
ぱ
い
に
ひ
ろ
け
て
威
睡
的
な
厳
然
と
し
た
姿
で
創

岳
は
舞
え
て
ゐ
た
。
八
時
に
は
そ
の
ア
レ
ー
ト
の
最
も
低
い
鞍
部
に

パ
ロ
ア
、
ネ
ー
ジ
ユ
ー
ズ

達
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
上
方
は
恐
し
〃
、
急
な
雲
壁
で
あ
つ
だ
。
そ

の
雲
而
さ
岩
稜
さ
の
間
に
注
意
し
て
確
賃
に
マ
ル
シ
ュ
が
踏
み
つ
ぎ

け
ら
れ
て
ゆ
く
。
た
し
か
に
そ
の
足
場
は
雪
の
階
段
で
あ
っ
た
。
よ

り
深
く
注
意
し
て
五
人
の
手
の
ピ
オ
ー
レ
は
一
歩
毎
に
深
く
雲
に
突

き
刺
さ
れ
て
§
冒
号
を
と
る
。
そ
こ
を
の
儀
終
っ
て
少
し
行
く
と

平
蔵
谷
の
頭
の
岩
の
エ
ス
ヵ
ラ
ー
下
が
は
じ
ま
っ
た
。
然
し
そ
の
岩

の
大
部
分
は
全
く
灘
期
に
反
し
て
雲
に
も
氷
に
も
蔽
は
れ
て
ゐ
ず
に

（

＝



よ
き
然
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
雲
而
が
表
肘
群
崩
の
危
険
性

あ
り
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
極
く
特
別
な
場
合
、
是
非

と
も
そ
の
雪
崩
を
惹
起
す
べ
き
念
険
な
る
地
域
を
通
過
す
。
時
に
あ

た
っ
て
人
工
的
に
そ
の
以
前
に
騨
崩
を
生
ぜ
し
め
た
後
、
安
全
と
み

て
通
過
す
る
こ
と
が
肌
来
る
と
考
へ
た
時
に
Ⅲ
ゆ
る
－
つ
の
方
法
で

あ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
大
き
な
瀧
の
や
う
に
も
の
す
さ
ま
じ
く

そ
の
弊
崩
の
テ
ブ
リ
ィ
は
下
の
器
に
打
ち
碑
け
て
は
飛
散
し
て
将
を

直
下
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
の
後
に
残
っ
た
下
層
の
硬
い
雪
と
器
の

間
に
は
じ
め
て
緊
張
し
て
五
人
の
足
先
は
深
く
確
溌
に
足
場
を
求
め

つ
く
っ
て
、
雪
に
打
ち
込
ん
だ
ピ
オ
ー
レ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
も
深
く
そ

こ
を
下
っ
た
。
全
く
そ
け
だ
け
が
五
月
の
鋤
岳
に
於
て
の
唯
一
の
－８

塁
粉
の
‐
ｃ
の
ｇ
で
あ
っ
た
。
８

そ
れ
か
ら
あ
と
は
長
次
郎
谷
の
ほ
営
中
央
を
一
旗
線
に
先
刻
わ
ざ
一

●
Ｃ
ン
ユ
マ
。
》

と
落
し
た
表
雁
雪
崩
の
走
路
に
つ
い
て
肌
け
る
や
う
に
下
っ
た
。
そ

グ
リ
ヅ
シ
墨
１
ル

の
等
崩
の
走
路
は
丁
度
リ
ュ
ー
ジ
ュ
や
ト
ボ
ガ
ン
か
な
ぞ
の
滑
路
の

や
う
に
、
雨
側
に
は
落
ち
残
っ
た
テ
ブ
リ
ィ
が
小
さ
な
堤
防
の
や
う

に
堆
積
し
て
そ
の
走
路
而
だ
け
が
下
雁
の
蚕
味
を
椿
ぴ
た
氷
と
な
っ

て
ゐ
る
。
そ
こ
を
勢
よ
く
ク
ラ
ン
ボ
ン
の
八
つ
の
ポ
ァ
ン
ト
を
蹄
み

し
め
て
ぐ
い
ノ
ー
半
ば
グ
リ
ッ
サ
ー
ド
で
下
っ
て
ゆ
く
と
、
こ
の
急

峻
な
恐
ろ
し
い
長
次
郎
呑
の
両
側
の
雪
崩
路
か
ら
落
下
し
た
す
べ
て

ざ
ル
シ
必

の
辱
崩
の
テ
ブ
リ
イ
は
み
な
熊
の
岩
の
咽
喉
に
集
菰
し
て
ゐ
る
。
塞

高
く
宛
が
ら
芦
喧
昌
Ｃ
の
山
溶
を
小
さ
く
し
た
や
う
に
鋭
く
打
ち
連

や
つ
み
遮

ら
れ
て
そ
当
り
立
っ
て
ゐ
る
か
の
八
峰
の
山
種
峯
と
そ
れ
に
い
ま
こ
の
８

ｆ

よ
く
乾
い
て
ゐ
た
の
で
案
外
詳
易
に
、
そ
れ
か
ら
頂
上
ま
で
雪
と
端

を
の
ぼ
っ
て
九
時
二
十
分
に
剥
岳
は
室
堂
か
ら
五
時
間
二
十
分
で
難

な
く
凝
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

派
月
に
於
て
こ
の
甥
稜
の
大
部
分
は
、
特
に
急
峻
な
エ
ス
ヵ
ラ
ー

ド
涌
す
る
個
所
は
全
く
雪
が
融
け
て
乾
い
て
ゐ
る
か
ら
，
そ
の
登
梁

．
は
極
め
て
漆
易
で
墓
の
そ
れ
と
始
ん
ど
愛
ら
な
い
様
で
あ
る
。
側
の

頂
上
ま
で
私
等
は
全
へ
ク
ラ
ン
ボ
ン
つ
け
ず
に
た
ｒ
ス
キ
ー
靴
の
み

で
登
る
こ
さ
が
出
来
た
。

頂
上
に
ほ
鵬
月
四
日
に
私
の
友
等
が
茶
つ
た
時
結
び
つ
け
て
い
っ

た
、
標
用
の
赤
旗
は
全
く
色
腿
せ
、
千
切
れ
ノ
ー
ー
ご
な
っ
て
残
っ
て

ゐ
る
。
そ
れ
で
は
ま
だ
そ
の
旗
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た
翼
胃
長
言
一
一
一
》
》

の
一
宇
だ
け
が
鮮
や
か
に
み
さ
め
ら
れ
た
。
そ
の
小
さ
な
零
稜
を
な

し
た
旗
上
の
片
影
に
長
い
休
息
を
さ
っ
た
後
、
降
路
を
長
次
郎
符
に

さ
っ
て
出
護
し
た
。
私
等
が
降
路
さ
し
て
長
次
郎
谷
を
と
っ
た
そ
の

理
由
は
、
い
か
に
も
そ
の
蓋
路
の
際
の
雰
猛
が
碓
筏
で
あ
っ
た
こ
さ

，
、
こ
の
長
次
郎
谷
の
雪
崩
も
五
月
ｓ
な
れ
ば
殆
ん
ど
す
べ
て
雪
崩

今
ン
ユ
マ
・
く
ド
ラ
ヅ
ァ
ラ
・
》
シ
勺
一
ア
ヅ
ー
ハ
ラ
．
ご
ン
１
、
ド
、
フ
オ
。
一

れ
得
べ
き
可
能
性
あ
る
斜
而
、
雰
崩
路
の
雲
は
、
全
く
庇
雪
崩
と
な

っ
て
藩
ち
雅
く
し
て
ゐ
ろ
も
の
ざ
想
像
し
て
ゐ
た
の
で
危
険
は
な
い

奇
」
信
じ
て
ゐ
た
こ
と
上
、
更
に
そ
の
落
ち
た
雪
崩
の
欣
態
を
見
た
い

一
へ
一
言
ふ
考
へ
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

頭
上
ざ
長
次
郎
秤
の
頭
さ
の
間
に
は
一
個
所
全
く
急
傾
斜
の
雲
雌

さ
岩
と
の
下
り
が
あ
っ
た
。
始
め
て
其
虚
で
ク
ラ
ン
ポ
ン
が
五
人
の

靴
に
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
雲
而
の
表
層
を
故
意
に
ピ
オ
ー
レ
で
た
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平
．

夏
に
於
て
は
剥
岳
は
全
く
た
ｒ
天
候
さ
へ
注
意
し
て
選
べ
ば
少
し

の
危
険
を
感
ず
る
こ
さ
な
く
登
れ
る
も
の
で
は
あ
ら
う
け
れ
ど
、
冬

ま
た
は
春
に
は
た
鷺
無
暗
に
何
虚
か
ら
で
も
何
等
の
危
険
な
く
登
る

こ
と
は
少
し
無
理
で
あ
る
と
思
ふ
。
少
な
く
と
も
そ
れ
は
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
の
一
般
的
な
法
則
ざ
雪
崩
に
封
す
る
知
識
を
持
た
な
い
ざ
確
賓

に
何
等
の
危
険
性
な
く
登
る
こ
と
は
難
か
し
そ
う
で
あ
る
。
避
け
得

ら
る
べ
き
危
険
を
冒
し
て
な
さ
れ
た
登
山
は
登
山
術
そ
の
も
の
上
・
上

か
ら
見
て
填
に
個
値
の
少
な
い
も
の
ざ
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

グ
ラ
シ
プ
リ
イ

い
。
例
へ
ぱ
こ
の
剥
岳
の
場
合
で
．
ア
レ
ー
ト
の
そ
の
登
塞
に
於
て

の
困
難
ｌ
危
険
で
は
な
く
Ｉ
は
全
く
吾
々
の
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
如

何
に
依
っ
て
充
分
克
ち
得
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
長
次
郎
谷
を

登
降
路
と
し
た
時
、
そ
の
雪
崩
の
惹
起
す
る
こ
さ
を
防
ぐ
こ
と
は
吾

々
の
力
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
不
可
抗
な
自
然
力
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
不
可
抗
な
雪
崩
の
危
倹
は
営
然
ア
レ
ー
ト
の
吾
々
の
力
で
克

ち
得
べ
き
困
難
に
依
っ
て
避
け
得
ら
る
上
の
で
あ
る
が
故
に
、
敢
え

て
長
次
郎
谷
の
雪
崩
の
危
険
を
冒
し
て
登
降
す
る
こ
さ
の
無
意
義
な

こ
さ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
か
言
思
は
れ
る
。
登
山
術
の
根
本
の

要
件
さ
し
て
吾
々
は
次
の
言
葉
を
胸
深
く
に
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ざ
思
ふ
。

食
〕
【
○
巨
自
《
色
言
の
⑦
『
言
明
話
一
一
］
⑦
斡
尋
○
南
碩
の
茸
言
い
二
冒
謁
三
色
ユ
○
三
冒
旨
○

目
言
ご
璽
冒
胴
。
。
〔
一
の
包
の
》
三
号
の
儲
の
ｓ
ｏ
己
鼠
の
一
垂
自
《
一
三
号
昌
諒

ｇ
三
ｍ
８
目
己
冒
ご
扇
》
》

国
韓
８
国
因
烏
冒
昌
．

Ｊ
１
・
・
・

‐
‐
ｌ
：
㎡

恥
か
岬
紗
Ⅳ
Ⅲ
岬
炉
僻
暇
い
い
岬
叶
眺
僻

Ⅱ8９ ９

谷
一
杯
に
充
ち
た
恐
ろ
し
い
雪
崩
の
テ
プ
リ
ィ
の
山
の
み
で
あ
る
長

次
郎
谷
は
全
く
北
ア
ル
プ
ス
で
は
他
に
類
の
な
い
凄
壮
な
ペ
エ
ィ
サ

ー
ジ
ュ
を
奥
へ
る
谷
で
あ
る
。
雪
崩
の
テ
プ
リ
ィ
を
み
る
と
古
く
汚

れ
た
の
も
あ
れ
ば
生
新
ら
い
の
が
幾
つ
も
あ
る
。
ま
た
最
近
に
も
大

き
な
底
雪
崩
が
出
た
ら
し
い
。
熊
の
岩
か
ら
下
も
岩
石
樹
木
と
共
に

雪
崩
の
テ
プ
リ
ィ
は
谷
全
体
を
蔽
ふ
て
ゐ
て
、
全
く
こ
の
将
は
私
等

の
溌
想
が
外
れ
て
五
月
の
い
ま
に
於
て
も
尚
雪
崩
は
あ
っ
て
そ
の
危

険
な
こ
さ
が
つ
く
人
、
と
感
じ
ら
れ
た
。
時
間
は
正
に
日
中
、
雲
は

充
分
に
と
け
て
ゐ
た
。
気
が
気
で
な
い
や
う
に
私
等
は
急
い
で
下
り

つ
ｒ
け
て
漸
く
長
次
郎
の
出
口
へ
着
い
て
安
堵
す
る
こ
さ
が
出
来

た
。
雪
崩
に
封
し
て
は
殆
ん
ど
現
在
無
知
識
に
近
い
私
等
は
始
め
は
全

く
危
険
を
感
ぜ
ず
、
途
中
に
て
漸
く
そ
れ
と
知
っ
た
け
れ
ど
も
・
幸

ひ
に
し
て
そ
の
危
険
に
も
遭
遇
す
る
こ
と
な
く
し
て
無
事
に
こ
の
長

次
郎
谷
を
下
る
こ
さ
が
出
来
た
が
、
然
し
後
で
思
へ
ば
そ
れ
は
全
く

避
け
得
ら
る
べ
き
危
険
を
そ
の
無
知
識
な
た
め
に
知
ら
ず
し
て
冒
し

て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
ど
う
し
て
も
私
等
は
再
び
ア
レ
ー

ト
を
降
路
に
と
る
べ
き
が
嵐
に
合
理
的
な
こ
さ
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
た
ｒ
無
事
に
山
頂
を
踏
ん
で
蹄
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
と
て
、

こ
の
如
き
は
決
し
て
鼠
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
意
義
よ
り
見
て
の
成
功

し
た
完
全
な
登
山
と
は
言
へ
な
い
と
思
ふ
。
私
等
の
こ
の
剣
岳
の
五

月
の
登
山
は
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
雪
崩
に

識
す
る
知
識
の
乏
し
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。



●
●

に
於
て
は
、
吾
々
は
そ
の
経
騎
の
部
分
を
ぱ
，
、
冬
春
の
雪
崩
の
状
態

●
●
．

●

事
情
に
詳
し
い
蝋
師
を
案
内
者
言
）
す
る
こ
と
に
依
っ
て
得
、
そ
の
知

①

識
に
開
寸
る
部
分
を
ば
主
と
し
て
そ
の
専
門
の
書
籍
の
上
で
得
た
な

ら
ば
可
な
り
の
程
度
ま
で
雪
崩
に
封
す
る
そ
の
災
禰
彩
未
然
に
防
ぎ

得
て
、
』
」
の
８
胃
、
①
＆
弓
負
及
び
８
胃
酸
の
９
，
嵐
の
新
ら
し
い

登
山
の
テ
イ
ー
プ
を
安
全
に
、
愉
快
に
味
は
う
こ
と
が
州
来
る
で
あ

ろ
う
言
思
は
れ
る
。
一

夏
に
於
て
は
こ
れ
ら
信
飛
越
の
山
々
は
決
し
て
そ
れ
が
必
ず
要
す

る
ざ
言
ふ
ほ
さ
に
、
艇
の
呉
再
縄
］
⑦
号
］
雪
騨
］
宮
己
娩
冒
⑦
こ
や
そ
の
知
識

或
ひ
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
要
求
す
る
程
度
の
Ⅲ
岳
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
然
し
そ
れ
が
冬
、
春
の
積
雪
期
に
於
て
は
充
分
に
あ
る
程
度
ま

で
、
雪
質
ｐ
雪
崩
、
雪
庇
其
他
雲
に
伴
ふ
す
べ
て
の
知
識
ｐ
氷
と
岩

に
封
す
る
特
別
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
そ
れ
に
伴
ふ
・
ｇ
８
ａ
侭
の
の
如
き

グ
ラ
レ
ブ
リ
イ
’

登
蕊
の
法
則
、
方
法
を
要
求
す
る
程
度
の
状
態
に
ま
で
進
ん
で
く
る

が
た
め
、
其
虚
に
は
夏
期
に
於
け
る
登
山
の
そ
れ
に
比
し
て
は
、
よ

り
精
確
な
、
そ
し
て
よ
り
知
識
的
な
、
よ
り
合
理
的
な
登
山
の
知
識

と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
ｒ

Ｆ
長
次
郎
谷
か
ら
は
剥
溌
の
直
大
な
岩
の
頂
と
ァ
・
レ
ー
ト
に
狭
め
ら

れ
た
谷
底
か
ら
が
次
第
に
綾
傾
斜
に
開
け
て
ゆ
く
大
．
ョ
な
谷
底
を
五

つ
の
胃
言
冒
の
姿
は
静
か
に
一
歩
，
く
‐
高
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
の

別
山
、
鶴
ケ
御
前
の
ア
レ
ー
ト
の
牟
園
ぞ
と
り
か
こ
ん
だ
曽
暑
三

号
篇
局
の
底
面
は
資
に
営
肖
の
滑
走
慾
を
唆
ら
ず
に
は
置
か
な

い
や
う
な
理
想
的
な
大
き
な
斜
面
で
あ
っ
た
。
然
し
い
ま
は
胃
冒

1０ Ⅱ9ｏ

確
奮
な
登
山
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
そ
の
法
則
に
依
っ
て
五
房
が
確
賓

に
完
全
に
山
岳
を
味
は
う
こ
と
は
ま
た
登
山
の
ひ
ご
つ
の
シ
ャ
ル
ム

で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
で
濁
る
。
こ
上
に
於
て
私
は
『
山
を
味
ふ
手
段

さ
し
て
の
登
山
に
、
冒
険
が
出
て
来
る
の
は
徒
だ
残
念
で
あ
る
。
避
け

得
ら
る
上
冒
険
が
得
意
に
な
っ
て
冒
さ
れ
る
問
は
、
こ
の
方
向
の
興

の
味
は
知
る
こ
さ
が
出
来
な
い
筈
で
あ
る
。
人
力
の
及
ぶ
限
り
の
確

さ
を
も
っ
て
地
味
に
小
心
に
、
一
歩
々
々
と
固
め
て
行
く
時
に
初
め

て
今
ま
で
夢
に
も
知
ら
な
か
っ
た
山
の
他
の
一
而
が
ぢ
り
ノ
、
と
我

等
の
胸
に
こ
た
へ
て
来
る
。
』
と
言
ふ
板
倉
勝
宜
君
の
お
言
葉
に
深
い

啓
示
を
抱
か
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
：

長
次
郎
谷
の
雪
崩
に
就
て
は
勿
論
こ
れ
だ
け
の
経
験
で
は
そ
の
す

べ
て
に
亘
っ
て
言
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
蚕
私
は
こ
の
谷
の
五
月

の
雪
崩
に
就
て
は
前
記
し
た
や
う
に
も
、
そ
れ
は
も
う
全
く
落
ち
る

べ
き
す
べ
て
の
雲
は
底
雪
崩
と
な
っ
て
落
ち
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
だ
ろ

う
と
想
像
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
賓
際
は
な
ほ
底
雪
崩
と

共
に
表
層
雪
崩
さ
へ
も
度
々
惹
起
す
る
や
う
な
状
態
と
な
っ
て
ゐ

た
。
即
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
谷
の
雪
崩
危
険
は
充
分
五
月
一
杯
は

綴
く
も
の
ざ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
体
冬
、
春
の
積

雪
期
の
登
山
で
今
日
吾
々
は
遭
遇
す
べ
き
危
険
災
禰
は
数
多
く
あ
る

こ
と
で
は
あ
ら
う
け
れ
ど
．
、
総
て
其
等
の
う
ち
で
最
も
重
大
な
災
溺

の
結
果
を
満
ら
す
も
の
は
ど
う
し
て
も
雪
崩
に
置
か
れ
は
し
な
い
か

と
思
ふ
。
そ
し
て
そ
の
雪
崩
の
危
険
は
或
る
程
度
ま
で
充
分
綴
験
さ

知
識
と
を
以
て
避
け
得
ら
る
上
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
現
在
の
歌
態



の
悲
哀
、
そ
の
大
き
な
斜
面
を
た
ご
乗
越
を
め
ざ
し
て
重
た
い
足
を

一
歩
づ
上
重
た
い
雲
に
踏
ん
で
黙
線
に
連
綴
し
た
そ
の
ピ
ス
ト
を
残

し
て
い
っ
た
。
乗
越
か
ら
は
己
。
冒
号
覗
匡
ま
で
馳
け
下
る
や
う

に
し
て
漸
く
”
胃
胃
は
そ
の
永
い
間
を
待
ち
あ
ぐ
ん
で
ゐ
た
や
う

な
彼
の
愛
す
る
も
言
⑦
｝
扇
の
傍
に
た
ど
り
つ
い
て
、
．
あ
る
感
謝
に
似

た
一
種
の
感
激
を
以
っ
て
彼
の
足
に
そ
の
ア
ッ
タ
ッ
シ
ュ
の
紐
を
し

め
る
の
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ネ
ー
ゾ
ン
の
登
山
に
於
て
の
ひ
と
つ
の

シ
ャ
ル
ム
・
厳
路
の
楽
し
い
慰
安
そ
れ
ほ
た
し
か
に
『
§
胃
に
於

て
の
滑
降
が
典
へ
る
悦
楽
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
９
Ｆ
・

直
ち
に
そ
こ
か
ら
は
歓
喜
に
充
ち
ノ
ー
た
ラ
ー
セ
の
流
れ
る
や
う

ブ
う
・
》

な
美
し
い
メ
ァ
ン
ド
ル
が
山
腹
の
雲
而
を
滑
り
つ
賃
い
て
谷
に
ま
で

連
績
し
た
。
谷
か
ら
は
ま
た
そ
の
ゆ
る
や
か
な
谷
底
の
重
い
融
雪
面

に
疲
れ
た
や
う
な
シ
ィ
ァ
ー
ジ
ュ
を
引
い
て
午
後
三
時
に
は
懐
し
い

室
堂
の
前
に
再
び
五
人
の
鍾
胃
員
は
、
そ
の
愛
す
る
己
冒
●
一
一
・
を

ば
雪
に
突
き
立
て
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
．
．
》
．
・

五
月
の
立
山
に
就
て
私
は
以
上
の
如
く
く
だ
ら
ぬ
こ
と
を
長
々
さ

書
き
つ
ら
ね
た
。
然
し
そ
れ
は
全
く
要
す
る
に
以
下
の
短
い
一
章
で

充
分
に
そ
れ
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

先
づ
天
候
と
か
ま
気
と
か
に
就
て
言
へ
ば
、
冬
、
早
春
に
於
て
は

私
等
は
縄
て
其
等
の
も
の
に
封
し
て
最
初
か
ら
一
種
の
腰
迫
威
嚇
を

享
け
る
け
れ
ど
も
、
五
月
に
於
て
は
全
く
其
等
に
濁
し
て
何
等
の
顕

Ｐ
令

慮
は
な
い
と
思
ふ
。
吾
々
は
五
月
の
大
腸
の
暖
か
さ
や
天
候
の
比
較

的
安
穂
な
こ
と
、
豊
間
の
永
い
こ
と
等
で
全
く
其
等
の
自
然
の
平
和

ｉ
》
脂

な
慈
心
の
う
ち
に
親
し
み
深
く
、
除
裕
滞
以
て
山
々
に
接
し
得
ら
れ

も
、
、
、
、
、

ろ
。
更
に
一
言
葉
を
換
へ
て
言
へ
ば
、
い
か
に
も
の
ど
か
な
心
持
で
登

る
こ
と
が
出
来
る
と
云
ふ
こ
と
が
言
へ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
最
も
五

月
の
特
色
で
は
な
い
か
と
私
は
思
ふ
。

そ
れ
か
ら
雪
質
に
就
て
言
へ
ば
、
冬
に
は
あ
の
ネ
ー
ジ
ュ
プ
ー
ド

ル
ー
ズ
の
ス
キ
ー
の
滑
走
に
は
理
想
的
な
雪
質
が
あ
る
が
、
五
月
に

は
ま
た
そ
れ
に
比
較
し
て
除
り
劣
ら
な
い
壮
快
さ
を
奥
へ
る
い

る
ノ
ー
の
ク
ル
ー
ト
の
滑
走
感
が
あ
る
こ
さ
を
以
て
そ
れ
に
封
時
し

得
る
と
思
ふ
。

た
ｒ
五
月
と
な
っ
て
は
も
う
堅
い
氷
と
岩
と
に
封
し
て
の
所
調

《
・
目
〕
昌
言
男
邑
呂
宅
ざ
］
ｇ
ど
こ
の
気
分
が
殆
ん
ど
味
は
へ
な
い

こ
さ
は
、
嵐
⑦
胃
の
み
で
な
く
、
ま
た
一
面
に
於
て
碩
一
●
冒
邑
⑦
胃
で

あ
る
も
の
に
と
っ
て
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
遺
憾
で
あ
る
。

と
に
か
く
五
月
に
於
て
は
、
私
等
は
ご
く
蹴
築
に
登
れ
る
。
梁
で

あ
る
。
安
全
で
あ
る
。
私
は
こ
上
に
、
あ
る
限
ら
れ
た
本
邦
の
高
山

の
う
ち
に
於
て
は
、
五
月
に
於
て
も
尚
ス
キ
ー
登
山
が
充
分
の
効
果

を
以
て
な
し
得
る
こ
と
Ｌ
、
そ
れ
が
可
成
り
の
程
度
ま
で
そ
の
す
べ

て
の
黙
で
私
等
の
ｌ
特
に
私
の
要
求
を
充
し
て
呉
れ
た
こ
と
を
諸
若

に
ま
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
さ
が
出
来
た
な
ら
ば
、
そ
れ
で
私
の
こ
ん

な
長
々
し
い
、
く
だ
ら
ぬ
記
述
を
こ
上
に
書
き
つ
ら
ね
た
唯
一
の
目

的
は
充
分
に
達
せ
ら
た
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

●
壷

（
一
一
●
一
ハ
●
一
一
一
ハ
）
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ヒ
ュ
ッ
テ
の
位
置
ご
設
備
に
つ
い
て

ャ
で
は
、
何
故
か
煙
突
を
つ
け
な
い
も
ん
だ
か
ら
煙
は
出
口
が
解
ら

な
い
で
低
迷
し
小
屋
を
不
愉
快
に
汚
く
す
る
。
若
し
適
営
な
石
材
を

得
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
丈
夫
な
煙
突
を
立
て
る
に
さ
う
蜜
用
は
か
上

ら
な
い
。
此
は
科
畢
的
方
法
の
第
一
に
探
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ

の
次
は
料
理
道
具
で
あ
る
。
米
の
飯
を
食
ふ
こ
と
が
止
め
ら
れ
な
い

な
ら
ば
（
若
し
出
来
る
な
ら
止
め
た
方
が
い
上
。
米
は
比
較
的
重
い

か
ら
）
飯
焚
釜
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
蛾
寵
が
出
来
な

け
れ
ば
自
身
で
、
石
か
何
か
で
一
つ
作
れ
ば
い
上
・

皿
、
茶
腕
等
１
１
磁
器
、
特
に
日
本
製
の
も
の
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で

山
男
が
乱
暴
に
使
へ
ば
す
ぐ
壊
れ
て
し
ま
ふ
。
だ
か
ら
硬
い
丈
夫
な

も
の
か
、
出
来
る
な
ら
金
厨
性
の
も
の
に
す
れ
ば
い
上
。
潔
山
の
、

茶
碗
、
湯
呑
、
砦
ｐ
鍋
、
釜
．
葵
瀧
。
葵
臓
は
大
き
い
の
な
ら
洗
濯

用
の
湯
を
沸
す
こ
と
が
出
来
る
。

食
物
１
１
‐
食
料
は
各
人
が
運
ん
で
来
る
筈
で
あ
る
。
而
し
共
通
な

も
の
、
例
へ
ば
砂
糖
、
盛
、
醤
油
な
き
は
準
備
し
て
あ
る
と
便
利
で

加

納

一

郎

1２ 1９２

位
置
ｌ
小
屋
は
大
い
に
難
儀
し
た
後
に
漸
う
行
き
着
き
得
ら
る

る
程
、
逢
い
所
を
撰
ん
で
た
て
る
必
要
は
な
い
と
思
ふ
。
一
○
乃
至

一
五
ｋ
ｍ
位
の
ざ
こ
ろ
が
丁
度
い
上
だ
ろ
ふ
。
此
こ
に
記
さ
う
さ
す

る
小
屋
は
、
山
中
の
長
い
旅
行
を
結
び
つ
け
る
ス
テ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン

さ
し
て
必
要
な
小
屋
で
は
な
ぐ
（
近
き
弼
来
に
於
て
き
う
な
る
こ
と

を
望
む
の
だ
が
）
今
は
、
亜
鈴
の
小
供
に
於
け
る
が
如
く
，
野
管
の

訓
練
に
な
る
様
な
小
屋
の
事
に
就
て
で
あ
る
。
だ
か
ら
距
離
は
な
る

べ
く
近
く
し
て
週
の
終
り
毎
に
出
掛
け
て
行
く
こ
と
が
出
来
て
、
且

一
般
の
人
々
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
に
な
り
得
ら
る
様
に
し
た
方
か

い
上
の
で
あ
る
。

そ
こ
は
一
年
を
通
し
て
飲
料
に
適
す
る
水
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ｏ
（
冬
は
雲
を
使
用
す
る
が
）
其
他
の
種
々
な
膝
件
、
例
へ
ば

風
、
出
水
，
雪
崩
、
地
盤
、
虫
害
、
燃
料
に
就
て
も
そ
の
地
方
地
方

に
よ
っ
て
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

装
置
ｌ
‐
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
地
で
よ
く
見
る
。
時
代
通
れ
の
．
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小
屋
の
管
理
及
そ
の
使
用
規
定
‐
１
１
小
屋
は
皆
に
公
開
す
べ
き
で

あ
る
。
山
岳
曾
に
属
し
な
い
人
に
も
公
開
す
る
。
か
う
す
れ
ば
公
衆

の
心
に
山
岳
趣
味
を
起
さ
せ
，
ま
た
後
に
な
っ
て
全
山
脈
を
通
す
る

小
屋
の
連
鎖
を
作
る
さ
き
に
好
結
果
を
得
る
で
あ
る
ふ
。

小
屋
に
は
記
入
帳
を
備
付
け
て
使
用
し
た
人
の
住
所
姓
名
並
び
に

若
し
気
付
い
た
艶
が
あ
っ
た
ら
番
付
け
る
こ
さ
に
す
る
。

●
●
》

小
屋
を
如
何
に
使
ふ
か
ｌ
定
め
ら
れ
た
規
則
に
従
ふ
機
に
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
使
用
者
に
封
す
る
規
定
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

小
屋
を
去
る
さ
き
に
は
窓
や
戸
を
よ
く
閉
め
て
を
く
こ
と
。
・

潅
床
．
は
使
用
後
き
れ
い
に
片
付
け
て
を
く
こ
と
。
・

火
災
の
起
き
な
い
様
に
注
意
す
る
こ
と
。
火
に
水
を
か
け
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
全
て
の
も
の
を
損
ふ
。

床
を
掃
除
し
美
し
く
保
つ
こ
と
。

次
に
来
る
人
の
馬
に
充
分
な
薪
を
礎
し
て
磁
く
こ
と
。

水
は
ど
こ
で
、
ど
う
し
て
得
よ
。
（
此
の
事
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
水
〃
汚
濁
な
ら
ざ
る
様
保
た
ね
ば
衣
ら
な
い
ｏ
）

火
を
作
る
に
は
言
う
す
る
か
。

寵
を
使
ふ
に
は
１
１

ど
う
し
て
洗
ふ
か
、
大
き
な
洗
桶
に
熱
湯
を
相
営
量
入
れ
、
適
営

な
洗
練
石
鹸
を
溶
解
し
布
濡
を
使
ふ
ｏ
（
手
を
入
れ
る
に
は
あ
ま
り

に
熱
い
。
）
銀
製
の
も
の
（
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
等
）

磁
製
の
も
の
、
次
に
そ
れ
以
外
の
も
の
言
云
ふ
順
序
に
洗
ふ
。
一

人
が
洗
っ
て
他
の
も
の
が
拭
く
。
或
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
れ

て
．
水
を
ほ
し
て
も
い
上
。

鍋
公
釜
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
榛
な
大
き
な
容
器
を
洗
ふ
に
は
、
そ
れ

に
水
を
充
し
て
、
（
必
要
な
ら
ば
石
鹸
を
溶
か
し
て
）
並
べ
て
置
け

ば
，
ど
ん
な
粘
質
の
も
の
で
も
き
れ
い
に
と
れ
る
。

い
ら
な
い
も
の
で
燃
い
る
も
の
は
焼
い
て
し
ま
ふ
。
さ
う
で
な
け

れ
ば
芥
溜
へ
す
て
る
。
他
の
所
へ
投
け
て
は
な
ら
ぬ
。
若
し
下
水

、
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あ
る
。
潅
床
１
１
普
通
の
蒲
圃
は
い
け
な
い
。
何
ぜ
な
ら
そ
れ
は
高
債
で

且
つ
あ
ま
り
に
早
く
汚
れ
易
い
。
ハ
ム
モ
ッ
ク
か
弧
い
布
で
包
ん
だ

藁
蒲
園
で
充
分
間
に
合
ふ
。
柵
蒲
圃
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
毛
布
で
あ

る
。
大
き
な
一
封
の
毛
布
は
巌
寒
に
於
て
さ
へ
、
そ
の
重
さ
に
比
し

て
全
く
充
分
で
あ
る
。
毛
布
は
ど
こ
か
の
明
間
か
天
井
に
掛
け
る
様

に
し
て
壁
く
。

燈
火
ｌ
Ⅷ
ｌ
大
き
な
蝋
燭
と
ラ
ム
プ
。
幾
分
か
の
溌
備
の
石
油
。

木
を
研
ろ
道
具
１
１
大
き
な
樹
を
伐
る
こ
と
の
出
来
る
斧
と
、
鋸
、

二
三
人
で
樹
浄
伐
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
。

机
と
椅
子
１
１
．
丈
夫
な
も
の
。
叉
日
本
人
は
一
日
の
勢
働
の
後
に

泳
浴
す
る
こ
と
を
好
む
か
ら
小
屋
の
近
く
に
風
呂
桶
を
す
ゑ
る
の
も

い
上
こ
と
で
あ
る
。

掃
除
遁
具
１
１
稀
。
は
た
き
及
び
此
種
の
も
の
。
此
う
云
ふ
風
な

も
の
が
な
け
れ
ば
小
屋
は
汚
な
く
な
り
勝
ち
で
あ
る
。

危
急
の
際
に
具
へ
る
勝
築
。



小
屋
を
監
理
す
る
人
は
常
に
良
好
な
欣
態
に
あ
る
様
に
注
意
す
る

使
っ
た
人
は
小
屋
に
何
か
悪
い
ざ
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
貯
蔵
石
油
が
残

り
紗
く
な
っ
た
と
か
、
斧
が
切
れ
な
く
な
っ
た
言
か
、
叉
は
布
が
汚

く
な
っ
た
な
ど
と
、
直
ち
に
知
ら
す
の
は
い
上
こ
と
で
あ
る
。

設
備
が
な
け
れ
ば
、
使
っ
た
水
は
ど
こ
へ
捨
て
る
か
溌
明
か
に
示

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

危
険
な
も
の
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
。

暖
嘘
’
幾
用
に
か
も
ら
ず
此
は
一
つ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
は
楽
し
い
夕
の
中
心
言
な
る
も
の
で
あ
る
。
維
造
は
簡
軍
で
大
き

な
も
の
。
寵
の
煙
筒
は
メ
ィ
ン
チ
ム
ー
ー
Ｉ
に
導
く
。

流
し
ｌ
此
は
さ
う
高
く
か
上
ら
な
い
も
の
だ
が
、
そ
の
効
胴
に

於
て
は
不
思
議
な
位
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
流
し
が
な
い
さ
使
っ

た
水
が
小
屋
中
に
と
ん
で
、
た
と
へ
定
ま
っ
た
所
で
や
っ
て
も
、
時

が
た
つ
と
小
雌
の
附
近
は
悪
臭
に
充
つ
様
に
な
る
。
下
水
を
し
て
飲

料
水
を
汚
扱
せ
し
め
な
い
様
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

窓
ｌ
日
本
家
屋
の
雌
も
不
完
零
・
の
は
外
気
ｓ
の
交
辿
に
あ

ま
り
に
剛
な
る
郷
で
あ
る
。
此
の
偏
に
は
附
子
窓
を
使
ふ
べ
き
で
、

此
は
好
む
ま
上
に
開
け
立
て
州
来
る
。
此
蝶
の
窓
に
よ
っ
て
、
小
膝

は
た
と
ひ
洲
迩
の
も
の
で
も
外
鋪
と
絶
た
れ
る
率
淀
記
憶
し
、
眠
る

と
き
に
は
出
来
る
だ
け
溌
川
の
窓
を
開
け
は
な
し
て
常
に
新
鮮
な
塞

気
花
得
る
様
に
し
て
置
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
味
は
ひ
脳
来
た
川
生
活
を
全
く
聖
な
し
に
し
て

し
ま
ふ
。

ポ
ー
チ
ー
‐
此
は
必
ず
し
も
必
要
ぢ
や
な
い
。
而
し
夏
の
夕
に
都

合
の
よ
い
場
所
に
作
る
が
い
Ｌ
・

薪
材
貯
蔵
陣
１
１
‐
相
鴬
淫
山
な
木
を
乾
燥
し
て
保
つ
に
十
分
な
も

の
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
雨
降
り
の
日
の
篤
の
驚
怖
薪
材
の
貯

減
も
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
度
も
採
集
す
る
代
り
に
一
度
に
、
冬
の
雪
の
あ
る
時
が
最
も
い

よ
と
思
ふ
が
、
灘
川
取
っ
て
置
く
こ
さ
も
あ
る
。
一
時
に
集
め
て
淀
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場
所
ｌ
必
ず
し
も
荒
蕪
地
の
中
央
に
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
云
ふ

躯
は
な
い
。
凹
近
を
倣
渉
す
る
中
心
と
な
る
可
き
所
に
す
る
の
が
便

利
で
あ
る
。
ま
た
小
屋
の
迩
鎖
の
計
測
の
第
一
歩
さ
し
て
も
考
へ
る

要
が
あ
る
。

土
聖
！
‐
‐
堀
立
小
屋
式
の
も
の
を
採
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
半
永
久
的
な
建
物
を
支
持
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ど
ん
な
も
の

で
も
い
上
か
ら
手
近
に
あ
る
石
を
使
っ
て
セ
メ
ン
ト
で
征
め
る
。
ヴ

エ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
い
上
穴
職
を
作
り
鴻
気
を
除
く
。
い
ら
な
い

も
の
を
し
ま
っ
て
置
く
イ
ン
ホ
ー
ル
を
作
る
。

壁
１
１
モ
ル
タ
ー
ル
老
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
木
の
板
を
原
料
に

し
、
表
而
を
防
水
性
の
フ
エ
ル
ト
か
何
か
で
仕
上
げ
る
。

ベ
ン
チ
ー
上
の
方
で
開
い
て
ゐ
る
‐
よ
つ
か
よ
り
が
あ
っ
て
、
天

井
に
か
け
る
よ
り
い
上
と
忠
へ
ば
毛
布
を
此
に
か
け
る
様
に
す
る
。

そ
の
上
で
眠
れ
る
程
の
旗
さ
に
す
る
』



ひ

き
全
期
間
に
あ
て
る
様
に
す
る
。
腐
朽
し
な
い
様
に
被
蓋
し
て
置
く

要
が
あ
る
。

屋
根
１
１
瓦
は
運
搬
の
勘
か
ら
よ
く
な
い
。
軽
い
屋
根
材
に
は
或

る
特
許
の
フ
エ
ル
ト
が
い
上
。

便
所
１
－
１
此
は
小
屋
か
ら
相
営
な
距
離
に
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

溜
壷
が
充
満
す
れ
ば
便
所
を
移
し
て
古
い
溜
壷
を
蓋
っ
て
し
ま
ふ
。

芥
溜
Ｉ
蓋
を
し
て
悪
臭
の
放
散
を
防
ぐ
。

下
水
溜
Ｉ
下
水
の
衛
生
的
取
扱
に
つ
い
て
は
そ
の
道
の
人
に
相

談
す
る
が
い
Ｌ
・
最
後
の
三
つ
は
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
こ
で
あ
る

か
ら
、
小
屋
を
設
計
す
る
時
に
、
よ
く
合
理
的
考
慰
を
柳
は
れ
ん
事

を
望
む
。

賓
際
的
方
面
に
就
て
も
少
し
云
ふ
な
ら
。
先
づ
諸
君
は
此
の
様
な

小
屋
を
建
て
る
に
何
れ
程
の
愛
用
が
要
る
か
と
葬
れ
る
で
あ
る
ふ
。

私
に
は
あ
ま
り
遠
く
は
な
れ
す
ぎ
て
ゐ
る
か
ら
解
ら
な
い
が
六
百
回

位
で
出
来
る
だ
ろ
ふ
言
思
ふ
。
幾
分
粗
雑
で
あ
っ
て
も
簡
軍
な
機
造

は
山
男
に
は
全
く
充
分
で
あ
る
。

で
は
そ
の
金
を
ど
う
し
て
得
る
か
と
云
ふ
で
せ
う
。
一
で
は
一
体
、

小
屋
を
欲
す
る
倶
楽
部
な
り
曾
圃
な
り
の
人
数
は
幾
何
で
あ
る
か
。

そ
し
て
夫
等
の
人
が
石
材
や
木
材
を
運
ぶ
筋
肉
言
云
ふ
も
の
を
持
っ

て
居
る
の
で
あ
る
か
言
う
か
。
若
し
運
ぶ
方
法
を
知
っ
て
ゐ
ろ
な
ら

大
抵
費
用
の
見
営
は
つ
く
で
あ
る
ふ
。

諸
君
が
此
う
云
ふ
小
屋
の
一
つ
を
持
ち
た
い
と
思
ひ
、
そ
の
く
せ

此
の
運
動
に
取
掛
る
に
充
分
な
勇
気
を
持
た
な
い
の
な
ら
、
私
は
こ

う
云
ふ
事
を
書
く
の
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
然
か
あ
ら
ざ
ら
ん
事
を

望
む
の
で
あ
る
。

私
は
諸
君
は
模
倣
者
で
は
な
い
言
思
ふ
。
創
造
力
を
持
っ
て
居
る

と
思
ふ
。
で
作
る
な
ら
ば
そ
の
土
地
に
適
し
た
特
色
あ
る
も
の
鞭
作

っ
て
ほ
し
い
。
以
上
は
唯
、
参
考
に
供
し
て
も
ら
ひ
度
い
馬
に
書
い

た
の
で
あ
る
。

圏
圏
圏
圏
囲
圏

篇
虞
説
明

圏
第
二
回
エ
ヴ
エ
レ
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圃
ど
う
も
ス
キ
ー
を
穿
く
と
山
へ
ば
か

り
行
き
た
が
る
此
の
ボ
ー
ス
ヶ
ニ
ー
ゲ
ル

の
事
で
あ
る
か
ら
世
間
の
事
は
あ
ん
ま
り

存
じ
ま
せ
ん
が
、
何
で
も
一
年
中
土
の
上

ば
か
り
歩
き
ま
っ
て
ゐ
る
人
間
の
世
界
で

は
、
何
か
一
つ
の
事
が
は
や
る
と
そ
れ
に

つ
け
こ
ん
で
揚
営
り
や
い
か
さ
ま
も
の
が

さ
び
出
す
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
此

ん
な
手
合
は
大
低
自
分
の
懐
を
肥
そ
う
さ

す
る
御
方
か
、
そ
れ
と
も
寅
名
の
徒
で
あ

る
と
云
ふ
話
で
す
●
・
雲
海
相
手
の
ス
キ
ー

に
は
そ
ん
な
も
の
は
な
い
筈
と
き
め
込
ん

で
居
た
の
は
大
間
述
、
近
頃
の
ス
キ
ー
の

盛
ん
な
の
に
つ
け
こ
ん
て
気
の
知
れ
ぬ
こ

と
を
企
て
る
御
方
が
そ
こ
い
ら
に
出
て
来

た
榛
で
す
。
そ
ん
な
も
の
に
か
て
り
合
っ

て
ゐ
る
の
も
愚
な
こ
と
な
が
ら
、
此
虚
に

雪
草
‐
紙
一
一

一
つ
あ
ま
り
ひ
ど
い
の
が
あ
り
ま
す
か
ら

響
か
し
て
頂
き
ま
せ
う
。

ス
キ
ー
の
一
つ
も
持
つ
程
の
御
方
は
讐

店
の
店
頭
で
一
度
は
手
に
さ
り
な
が
ら
大

低
は
、
を
そ
ら
く
は
買
は
歩
に
投
出
さ
れ

た
事
だ
ろ
ふ
さ
想
像
す
る
一
冊
の
ス
キ
ー

番
。
言
云
ふ
と
は
Ｌ
ん
あ
れ
か
と
う
な
ず

か
れ
る
あ
の
「
ス
キ
ー
術
早
わ
か
り
」
。
そ

れ
て
す
小
生
の
云
は
ん
と
欲
す
る
所
は
。

題
を
見
た
だ
け
で
は
直
ち
に
き
わ
も
の
は

な
り
と
思
ひ
つ
Ｌ
も
著
者
の
名
を
見
て
は

思
ひ
返
へ
さ
質
る
を
得
ま
せ
ぬ
。
人
の
い

Ｉ
小
生
は
多
分
、
出
版
者
の
意
に
よ
っ
て

あ
ん
な
題
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ん
様
に

な
っ
た
ん
だ
ら
う
と
考
へ
つ
上
、
薯
者
が

著
者
だ
け
に
篇
鼠
や
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
の
得

意
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
ふ
と
手
に
と

ボ
ー
ス
ー
ー
ー
ゲ
ル

っ
て
見
る
と
、
こ
は
如
何
に
、
繰
あ
け
る
頁

言
云
ふ
頁
、
別
に
こ
れ
は
と
思
ふ
も
の
も

な
く
い
さ
上
か
、
が
っ
か
り
、
さ
て
は
ざ
一

継
の
望
を
内
容
に
持
し
つ
上
読
み
行
け
ば

い
く
ば
く
も
な
く
失
望
の
感
わ
き
、
慨
嘆

の
気
起
り
来
り
ぬ
言
云
ふ
次
第
で
あ
り
ま

し
た
。
思
ふ
に
多
分
，
を
そ
ら
く
、
願
は

く
ば
丸
山
晩
霞
氏
は
た
贋
名
前
を
貸
し
た

ご
け
で
は
あ
り
ま
せ
う
が
そ
れ
に
し
て
も

あ
ま
り
に
感
心
せ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
あ

の
貧
弱
な
カ
バ
ー
の
中
に
此
の
洋
識
家
の

名
を
見
る
さ
へ
不
思
議
な
感
が
起
り
ま

す
。
い
か
さ
ま
と
は
一
室
へ
ス
キ
ー
の
書
物

で
怖
か
っ
た
た
め
し
は
な
く
、
此
の
著
者

に
し
て
今
更
蜜
名
で
も
な
か
ら
ふ
、
一
体

ど
う
云
ふ
気
な
の
か
と
緒
言
を
読
ん
で
見

る
と
「
我
国
で
行
は
れ
て
ゐ
る
ス
キ
ー
寺
》
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た
な
ら
ば
「
我
国
の
ス
キ
ー
は
知
ら
な
い
」

な
ど
上
云
ふ
様
な
ひ
ど
い
こ
さ
は
一
言
へ
な

い
筈
で
あ
る
。
叉
著
者
は
「
ス
キ
ー
術
を
科

畢
的
に
研
究
し
た
適
常
な
良
書
が
な
い
と

の
嘆
謎
を
聞
く
こ
ぐ
〕
は
久
し
い
」
と
の
仰

な
れ
言
一
体
科
畢
的
の
研
究
と
は
ど
う
云

ふ
事
で
せ
う
。
「
ス
キ
ー
街
早
わ
か
り
」
位

の
も
の
な
ら
、
あ
ん
ま
り
大
き
な
事
は
云

へ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
そ

の
文
章
と
来
た
ら
殆
ん
ど
意
味
老
な
さ
な

い
所
さ
へ
あ
る
ス
キ
ー
術
の
読
明
は
解
り

に
く
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
到
っ

て
は
極
ま
れ
り
で
あ
る
。
「
早
わ
か
り
」
雪

こ
ろ
の
さ
わ
ぎ
で
は
な
い
。
筆
者
自
身
に

も
何
の
事
や
ら
解
ら
な
い
だ
ろ
ふ
さ
思
は

れ
る
節
が
少
く
な
い
。
向
ふ
の
薯
諜
に
よ

る
と
の
語
で
あ
る
が
別
に
目
あ
た
ら
し
い

も
の
も
な
さ
さ
う
だ
。
ヘ
ー
ク
、
リ
ッ
ク
マ

ー
、
ラ
ン
、
カ
ウ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
、
リ
ッ

チ
ヤ
ー
ド
ソ
ン
、
フ
イ
ッ
ト
フ
ヱ
ル
ド
な

ど
の
も
の
は
。
ご
つ
く
の
昔
か
ら
日
本
へ
来

て
。
大
低
の
フ
ヱ
ラ
ィ
ン
で
は
装
釘
が
く

づ
れ
る
程
ひ
ね
く
り
ま
は
さ
れ
て
ゐ
る
も

〃

の
で
あ
る
。
せ
め
て
挿
給
な
ユ
リ
と
も
御
手

の
も
の
な
れ
ば
溺
創
的
の
も
の
が
あ
る
か

置
思
ひ
の
他
そ
の
多
く
は
向
ふ
の
書
物
の

篤
興
を
、
を
ほ
つ
か
な
く
も
模
篇
し
た
も

の
で
あ
る
。
是
に
到
っ
て
も
の
此
の
番
物

の
と
り
え
は
な
く
な
り
、
又
小
生
の
悪
口

も
終
り
を
つ
け
る
次
第
で
す
。
要
す
る
に

で
す
一
昔
時
な
ら
或
は
珍
重
さ
れ
た
か
も

知
れ
な
い
此
の
番
物
も
今
日
に
於
て
は
只

ん
そ
の
出
版
の
無
意
義
な
る
こ
さ
云
ふ
ま

で
も
な
く
そ
の
題
名
と
著
者
の
名
さ
に
引

か
れ
て
、
一
度
此
に
よ
り
て
ス
キ
ー
を
初

め
ん
な
ど
言
思
ひ
立
ち
た
る
初
心
者
を
し

て
。
誤
ま
る
こ
さ
の
甚
し
き
想
像
に
難
く

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

小
生
は
日
本
ス
キ
ー
の
文
献
の
貧
弱
に

し
て
一
も
満
足
す
る
に
足
る
も
の
を
感
ず

る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
。
地
の
シ
ー
ズ

ン
に
営
っ
て
ま
さ
か
こ
ん
な
番
物
が
表
れ

様
さ
は
思
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
日
本
の
ス
キ

ー
界
の
鰯
に
ま
た
著
者
の
馬
に
悲
し
む
べ

き
こ
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
言
一
寸
躍

気
に
な
っ
て
見
ま
し
た
。

●
Ｊ
向
哩
課
掛
如
．
‐
ロ
・
Ｊ
’

多
６

己
凸
二
。
■
４
話
■
‐
５
ｊ
凸
可
■
■
．
■
毛
寺
勺
・
軸
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そ
の
造
り
方
は
知
ら
な
い
が
彼
の
地
（
瑞

西
ツ
ワ
イ
シ
ン
メ
ン
を
指
す
）
で
練
習
し

た
方
法
言
、
叉
見
聞
し
た
こ
と
や
欧
洲
雲

の
園
で
箸
は
さ
れ
た
各
種
の
参
考
書
に
よ

っ
て
、
こ
の
書
を
箸
は
し
た
の
で
あ
る
」

さ
。
こ
れ
で
は
文
句
の
云
ひ
甲
斐
も
な

い
。
た
率
そ
の
厚
顔
に
し
て
暴
虎
蒋
河
そ

こ
の
け
な
る
の
鮎
に
感
心
三
嘆
す
る
ば
か

り
だ
。
而
し
此
れ
で
は
何
に
も
な
ら
ぬ
故

一
理
窟
申
し
上
け
れ
ば
雲
の
質
や
地
形
が

所
謂
彼
地
さ
日
本
と
同
じ
だ
と
お
思
ひ
に

な
る
な
ら
そ
れ
ま
で
へ
彼
地
の
幣
物
を
課

す
る
位
の
こ
と
は
そ
の
道
の
人
の
手
に
か

け
れ
ば
わ
け
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

そ
う
し
た
警
物
に
既
に
日
本
に
も
あ
る
。

そ
し
て
も
つ
ざ
同
著
よ
り
も
解
り
や
す
く

上
手
に
謬
さ
れ
編
纂
さ
れ
て
ゐ
る
。
賂
来

ス
ィ
ス
ヘ
で
も
行
こ
う
言
云
ふ
人
は
格
別

日
本
に
居
っ
て
ス
キ
ー
を
や
ら
ふ
と
思
ふ

も
の
に
は
日
本
の
ス
キ
ー
術
ご
ス
キ
ー
と

が
必
要
な
の
で
あ
り
、
今
迄
及
び
現
在
の

多
く
の
ス
キ
ー
家
が
日
本
の
ス
キ
ー
に
就

て
、
ど
れ
程
苦
心
を
し
て
ゐ
る
か
を
知
つ



一
宇

で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
、
暇
に
た
っ
た
一

人
で
山
の
中
へ
は
い
る
ざ
、
い
く
ら
う
ら

上
か
な
明
る
い
天
気
の
と
き
で
も
何
だ
か

も
の
た
り
な
い
気
が
し
て
何
度
猛
烈
な
直

滑
降
を
く
り
か
へ
し
て
も
、
も
一
つ
ば
つ

ざ
し
な
い
も
の
で
す
。
仲
間
の
す
べ
る
の

を
見
て
楽
し
む
こ
と
も
ス
キ
ー
に
は
大
切

な
こ
さ
で
す
。
山
に
な
れ
た
人
が
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
後
か
ら
つ
い
て
来
て
く
れ
る
ざ

思
ふ
と
安
心
し
て
滑
れ
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
も
心
の
底
の
言
こ
か
に
は

誰
か
を
幾
分
た
よ
り
に
し
て
ゐ
る
こ
と
は

確
か
で
す
ス
キ
ー
の
山
登
り
は
一
人
の
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

圃
前
に
畑
ス
キ
ー
言
云
ふ
こ
と
ば
が
出

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
山
黛
に
濁
し
て
畑
黛

と
云
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
出
て

来
た
も
の
で
山
黛
と
云
ふ
の
は
主
に
ス
キ

ー
登
山
を
や
る
も
の
、
畑
黛
さ
云
ふ
の
は

主
に
ス
ウ
ィ
ン
グ
や
ジ
ャ
ン
プ
を
や
る
連

中
を
さ
す
の
で
す
。
即
ち
こ
う
云
ふ
連
中

の
滑
る
と
こ
ろ
は
大
低
丘
陵
か
原
野
に
近

い
斜
面
で
、
な
る
べ
く
樹
木
や
潅
木
の
な

い
所
を
撰
ぶ
の
で
自
然
斜
面
が
農
耕
地
に

な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
滑
る
こ
さ
に
な
っ

て
来
る
こ
れ
が
畑
な
る
言
葉
の
起
り
で
あ

り
ま
す
が
、
一
寸
鍵
な
感
が
し
ま
す
ｐ
畑

ス
キ
ー
の
ひ
き
い
の
に
な
る
も
全
く
雲
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
に
堅
く
踏
み
つ
け
ら

れ
て
し
ま
っ
て
ス
キ
ー
の
像
痕
が
印
せ
ら

れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
古
い
ス
キ
ー
で

は
角
付
も
き
か
な
い
様
に
な
り
ま
す
。
こ

ん
な
所
で
は
燕
返
し
と
云
っ
た
様
な
技
が

行
は
れ
易
い
の
で
す
。

而
し
一
般
に
畑
黛
の
技
術
は
繊
細
で
奇

麗
で
す
が
山
黛
の
技
術
ば
確
資
で
批
大
が

あ
る
ざ
云
ふ
傾
向
は
明
か
に
看
取
せ
ら
れ

ま
す
。
山
に
し
る
畑
に
し
る
そ
れ
は
や
る

人
の
性
来
の
好
み
に
よ
っ
て
分
れ
る
の
で

あ
る
故
そ
こ
に
自
ら
異
る
も
の
が
生
れ
て

来
る
の
は
明
か
で
あ
る
が
、
や
は
り
技
言

云
ふ
艶
に
な
る
と
畑
黛
の
方
が
上
手
で
あ

る
の
は
零
は
れ
な
い
こ
と
で
す
た
か
ら
山

黛
だ
と
云
っ
て
も
、
畑
で
滑
る
こ
と
を
怠

っ
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
何
故
な
れ
ば

今
日
山
に
於
け
る
ス
キ
ー
術
は
畑
ス
キ
ー

〔
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囲
此
は
北
大
ス
キ
ー
部
の
青
山
温
泉
で

の
合
宿
中
の
事
で
は
あ
り
ろ
が
、
温
泉
か

ら
斜
而
ま
で
約
二
キ
ロ
程
の
往
復
に
百
何

十
名
か
の
シ
ィ
ロ
ィ
フ
ァ
ー
が
一
列
に
な

っ
て
進
む
有
様
は
大
層
見
事
な
も
の
で
あ

り
ま
す
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
セ
ク
シ
ョ
ン

に
分
れ
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
リ
ー
ダ
ー
が
ゐ

て
よ
く
マ
ネ
ー
ジ
す
る
か
ら
で
あ
ら
ふ
。

畑
ス
キ
ー
は
別
だ
が
。
五
人
な
り
十
人
な

り
で
山
へ
行
く
と
き
に
リ
ー
ダ
ー
の
必
要

な
こ
さ
は
云
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

登
山
を
き
も
ち
よ
く
や
り
十
分
に
愉
快
さ

を
味
ほ
っ
て
く
る
の
に
は
、
そ
し
て
何
の

心
配
も
な
く
一
日
を
送
る
の
は
勿
論
皆
の

気
持
に
よ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
も
よ
る
こ
と
が
多
い
様
で
す
。

誰
で
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
い
ょ
と
き
は

自
分
ひ
と
り
で
い
上
気
に
な
っ
て
滑
る
も

の
で
す
が
、
一
寸
雲
行
き
が
わ
る
く
な
る

ご
心
の
中
で
は
ひ
そ
か
に
お
互
が
た
よ
り

合
っ
て
ゐ
る
も
の
で
す
。
此
は
口
に
こ
そ

出
さ
ぬ
が
ど
ん
な
に
な
れ
た
人
で
も
そ
う

云
ふ
傾
向
が
心
の
底
に
湧
い
て
く
る
も
の



の
技
術
を
と
り
入
れ
る
除
地
は
ま
だ
十
分

に
あ
る
か
ら
で
す
ま
た
山
黛
で
も
ホ
ッ
ホ

ゲ
ピ
ル
ゲ
を
目
あ
て
に
す
る
人
は
、
ザ
イ

ル
や
ピ
ッ
ケ
ル
の
テ
ク
ー
ー
ー
ク
を
シ
ュ
ヴ

ン
グ
な
ど
§
同
じ
程
に
練
習
を
積
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ご
思
ひ
ま
す
。

近
頃
の
様
に
ス
話
－
の
競
技
曾
が
盛
ん

に
行
は
れ
る
様
に
な
っ
て
来
た
以
上
は
や

は
り
本
来
の
ス
キ
ー
と
云
ふ
も
の
は
畑
黛

の
手
に
あ
る
も
の
と
な
る
で
せ
う
。
そ
し

て
山
黛
と
云
ふ
も
の
は
ス
キ
ー
な
る
ス
ポ

ー
ト
の
上
か
ら
は
或
は
一
種
の
特
殊
扱
を

さ
れ
る
様
に
、
ゆ
く
ゆ
く
は
な
り
は
し
な

い
で
せ
う
か
ま
た
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
で
は

な
い
で
せ
う
か
。

。
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
。
ロ
ロ

第
二
回
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
探
険

，
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
は
一
九
一
二
年
の
探
険

に
よ
っ
て
既
に
十
分
成
功
の
望
み
あ
る
事
が
確
・

あ
ら
れ
て
ゐ
能
ｏ
即
ち
探
険
隊
中
の
一
員

旨
邑
。
ご
氏
が
北
面
か
ら
頂
上
へ
の
登
路
を
壷

棄
報
抄
録

、
１
０
０
１
１
’
１
１
１
１
１
１
０
１
０
１
１
０
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ

Ｃ
ロ
ロ
『
】
ロ
ロ
ご
ロ
ロ
、

見
し
、
こ
の
年
北
面
の
コ
ル
ま
で
到
達
す
る
醜

が
出
来
れ
◎

こ
の
登
路
の
褒
見
に
よ
っ
て
エ
ヴ
レ
ズ
ト
登

山
の
成
功
を
見
る
だ
ら
う
さ
は
英
国
あ
た
り
の

定
評
で
あ
る
（
附
言
し
て
お
く
が
こ
の
北
面
の

コ
ル
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ッ
セ
ン
ド
に
成
功
し
た

人
の
名
を
冠
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
ろ
）
が
第
二

同
の
探
険
隊
も
又
も
や
迫
返
へ
さ
れ
た
。

国
胃
寓
角
氏
に
よ
る
と
一
九
二
二
年
の
探
険
隊

は
頑
譲
り
で
鯵
始
一
貫
す
べ
き
で
従
っ
て
屈
銀

な
も
の
の
み
の
一
隊
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

れ
と
い
っ
て
ゐ
ろ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
探
険
隊

の
首
脳
者
も
略
同
様
な
意
見
て
完
全
な
準
傭
品

と
外
に
力
が
足
り
な
か
っ
た
の
が
失
敗
の
原
因

だ
と
い
っ
て
ゐ
ろ
Ｏ

今
一
行
の
顔
ぶ
れ
と
技
儒
と
を
見
る
に

園
ロ
号
》
旨
邑
。
ご
詞
》
嵐
昌
ｇ
旨
》
ぬ
Ｏ
Ｂ
の
易
。
］
】
の
諸

氏
は
既
に
定
評
が
あ
る
か
ら
述
べ
な
い
が
梢
老

齢
の
嫌
は
あ
る
が
の
言
員
氏
も
前
記
の
諸
氏
に

劣
ら
な
い
豪
の
者
で
ア
ル
プ
ス
の
高
峠
に
於
て

特
に
冬
期
盗
山
、
夏
期
に
於
け
る
新
雪
の
鯉
験

は
一
行
中
氏
の
右
に
出
づ
る
者
は
な
い
と
讃
辞

を
呈
し
て
居
る
人
が
あ
る
ｏ
事
箕
氏
は
こ
の
探

険
に
於
て
二
○
○
○
沢
以
上
の
高
地
て
徴
週
間

の
活
戯
な
し
批
者
を
し
て
唖
然
た
ら
し
め
て
ゐ

ろ
。
こ
の
外
冒
◎
吾
曾
健
は
丙
偉
目
鼻
の
二
三

五
○
○
呪
以
上
ま
で
蚕
り
こ
の
一
行
中
最
も
頑

張
り
の
き
く
叉
テ
ク
ー
ー
ッ
ク
も
最
も
確
か
な
一

人
で
あ
る
。
君
●
鳥
⑦
患
の
園
と
の
冒
乱
ｏ
匙
は

専
ら
荷
物
の
運
搬
に
従
事
し
て
ゐ
た
か
ら
そ
の

技
儒
は
未
知
数
で
あ
る
が
二
人
と
も
コ
ル
ま
て

ば
錘
し
て
ゐ
る
。
の
ｇ
寓
愚
『
国
昌
８
は
こ
れ

こ
そ
全
く
未
知
数
で
底
知
ら
す
の
粘
り
麺
さ
ぎ

あ
る
ら
し
い
。

以
上
が
こ
の
一
行
の
首
脳
者
の
顔
ぶ
れ
て
何
れ

も
鐸
々
龍
ろ
ア
ル
ピ
ー
ー
ス
ト
で
あ
る
◎

一
九
二
二
年
五
月
一
一
十
一
日
旨
昌
。
局
尋

域
ｏ
鼻
。
ご
》
の
Ｏ
Ｂ
①
弓
①
〕
】
管
冒
○
号
魚
昼
は
北
面
の

コ
ル
を
出
壷
し
て
約
一
一
五
○
○
○
呪
の
地
に
天

幕
を
張
り
同
二
十
一
一
日
天
無
は
よ
い
方
で
な
か

つ
龍
が
嵩
◎
豊
ｇ
』
を
除
く
三
名
は
二
六
九
八

五
呪
ま
で
遼
し
れ
。
こ
れ
は
前
年
の
記
鋒
に
勝

る
二
四
○
○
呪
の
高
麗
で
一
行
は
非
常
な
困
難

と
危
険
と
に
遭
遇
し
こ
れ
以
上
益
ろ
事
は
出
来

な
か
っ
た
Ｏ
こ
の
一
隊
の
夫
敗
の
原
因
は
酸
素

を
携
帯
し
な
か
つ
れ
率
に
あ
る
。
酸
素
の
携
瀞

に
つ
い
て
は
可
な
り
面
白
い
議
論
が
あ
っ
た
ち

し
い
、
即
ち
文
明
の
利
器
を
利
用
し
て
登
山
に

成
功
す
る
の
は
山
に
謝
し
て
胃
臓
で
あ
る
と
し

酸
素
を
用
ふ
ろ
位
な
ら
ば
飛
行
機
を
以
て
一
足

1９１９９
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園
際
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
鏡
技
含
は
本
年

一
月
十
四
日
よ
り
二
十
一
日
の
間
に
、
ス
ウ
イ

ス
の
ク
ロ
ス
テ
ル
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ッ
、
ア
ロ
ザ

ー
及
び
次
ポ
ネ
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
れ
と
云
ふ

Ｆ
一
・

弓Wfi

五
月
二
十
五
日
園
月
寄
曹
の
、
国
旨
◎
の
及
び

の
巨
鳥
冒
糊
隊
の
下
士
用
の
旨
吋
（
印
度
人
）
の

一
行
は
北
面
の
コ
ル
を
出
鐘
し
一
日
二
夜
二
六

○
○
○
沢
の
地
に
幕
管
し
前
記
二
名
の
英
人
は

各
四
○
封
の
荷
物
を
脊
負
ひ
更
に
二
七
三
○
○

灰
の
地
跳
ま
て
麹
し
れ
。
眼
前
膿
山
頂
を
見
な

方
法
あ
る
の
み
と
い
ぶ
決
論
に
達
し
犬
ｏ

五
月
二
十
五
日
園
月
寄
曹
の
、
国
旨
。
①

の
巨
鳥
冒
糊
隊
の
下
士
用
の
旨
吋
（
印
度
．

飛
び
に
山
頂
に
到
達
す
る
方
が
聖
い
と
い
ふ
論

が
出
沈
。
こ
れ
ら
は
英
人
の
保
守
的
な
考
へ
態

遺
憾
な
く
褒
揮
し
て
ゐ
ろ
魔
か
も
知
れ
な
い
ｏ

こ
れ
に
封
し
て
園
ロ
呂
氏
は
「
丈
明
の
利
器
を

用
ひ
な
い
と
な
る
と
魔
法
瓶
そ
の
他
の
物
も
用

ひ
ら
れ
な
い
Ｏ
寒
さ
を
防
ぐ
愛
に
も
特
殊
な
防

寒
具
は
用
ひ
ら
れ
な
い
。
又
特
殊
な
飲
食
物
も

用
ひ
ら
れ
な
い
率
に
な
る
。
能
率
を
婚
さ
ん
が

焼
に
は
今
ま
で
盛
ん
に
文
明
の
利
器
を
用
ひ
て

ゐ
ろ
Ｏ
酸
素
を
用
ひ
て
不
可
と
い
ふ
鮎
が
何
虚

に
あ
る
か
エ
ヴ
ュ
レ
ス
ト
は
人
類
の
全
能
力
を

溌
揮
せ
し
む
ろ
に
足
る
空
無
が
な
い
而
し
て
こ

れ
を
補
ふ
鰯
に
は
是
が
非
で
も
酸
素
の
力
を
借

り
る
合
理
的
た
登
山
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

酸
素
の
供
給
な
く
し
て
人
類
の
登
り
得
る
高
度

を
知
ろ
ば
重
要
な
問
題
に
は
相
違
な
い
が
我
一

行
の
般
絡
の
目
的
で
は
な
い
と
い
ふ
率
を
主
張

し
穴
。
こ
Ｌ
に
至
っ
て
成
功
は
酸
素
携
帯
の
一

夕

が
ら
酸
素
の
趣
き
力
と
の
不
足
の
鴬
に
こ
れ
以

上
の
登
山
は
不
可
能
だ
つ
れ
。
か
く
し
て
こ
の

一
隊
も
途
に
引
返
へ
さ
れ
る
破
目
に
階
つ
れ
わ

け
で
あ
る
Ｏ
然
し
こ
の
二
七
三
○
○
沢
は
人
類

が
登
り
得
求
岐
高
々
度
て
こ
れ
が
一
九
二
二
年

の
探
険
の
牧
誕
で
あ
る
。

寓
填
技
師
＠
名
．
壁
。
⑦
］
と
○
壱
．
旨
。
目
“

隼
の
一
隊
は
こ
れ
に
は
及
ば
な
い
が
一
肥
鋒
を

作
つ
れ
と
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
渦
。

以
上
は
一
九
二
二
年
の
探
険
の
概
略
で
、
も

し
こ
の
探
険
か
一
九
二
四
年
ま
で
綴
行
さ
れ
る

な
ら
ば
必
ず
成
功
の
自
信
が
あ
る
。
そ
れ
に
は

な
ほ
一
層
の
準
鮒
上
の
注
慰
謝
山
に
於
け
る
冬

期
の
降
雪
の
研
究
、
と
こ
れ
に
封
す
る
訓
練
と

を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
探
険
隊
員
は

宣
曾
し
て
ゐ
ろ
。

（
圃
言
皇
宅
言
の
』
ｏ
目
目
昌
く
ｏ
］
・
隅
隅
関
門
ぐ

園
胃
昌
一
司
旨
ｇ
》
旨
邑
。
ｑ
に
よ
る
）

噸
鯵

園
際
ス
キ
ー
競
技
曾

こ
と
て
あ
る
◎
ま
飛
一
月
二
十
六
日
よ
り
二
十

八
日
ま
で
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ア
ル
ド
に
於
て
ス
ウ

イ
ス
ス
キ
ー
撰
手
機
大
倉
が
開
か
れ
れ
・

｛
一
月
の
四
日
か
ら
七
日
ま
で
は
プ
ヲ
ー
ゲ
に

於
て
ス
キ
ー
の
園
際
集
含
が
あ
る
。
（
加
納
一
郎
）

潤
逸
ス
キ
ー
倶
楽
部
は
一
九
二
二
年
一
○
月

よ
り
二
三
年
一
○
月
ま
で
の
一
年
間
に
於
け
る

倶
楽
部
貝
の
ス
キ
ー
、
登
山
族
行
に
際
し
避
難

保
険
の
制
を
股
け
れ
。
之
は
死
亡
の
場
合
に
は

五
○
○
》
ル
ク
腰
病
の
場
合
に
は
五
○
○
○
マ

ル
ク
で
あ
る
が
倶
楽
部
員
の
希
望
に
よ
り
手
数

料
を
多
く
出
せ
ば
よ
り
高
い
保
険
金
を
得
る
こ

と
が
出
来
ろ
。
（
加
納
一
郎
）

ス
キ
ー
遭
難
保
険

☆
☆
☆
￥

2０ 2００
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□
□
□
□
Ｌ
□
□
□
□
□

□
．
□

絶
好
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

□
し
た
。
ｔ
□

本
年
も
亦

両
一
ス
キ
ー
。
ス
キ
ー
服
。
□

ス
キ
ー
靴
。
他
附
厨
品

口
共
皆
様
の
御
期
待
に
添
ふ
機
に
と
種
□

々
の
新
考
案
を
加
え
て
鋭
意
理
想
品

□
の
製
作
に
努
力
致
し
て
居
り
ま
す
。
□

相
不
愛
御
愛
用
の
程
を
。

□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

小
‐
課
・
ｉ

ｆ
酔
・
Ｉ
。

＃

番四六九七櫛小座口替振°番八六五一話電

店具動運谷小
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ス
籍
Ｉ
術
階
梯

販
費
所
富
貴
堂
書
店

口
本
譜
の
内
容
は
北
海
道
帝
閲
大
畢
ス
キ
ー
部
が
部
貝
に
頒
布
す
る

『
ス
キ
ー
術
教
程
』
と
同
じ
で
あ
り
ま
す

口
四
六
版
コ
ー
デ
リ
ァ
表
紙
。
ス
キ
ー
の
準
備
か
ら
技
術
登
山
法
に

わ
た
り
初
心
者
を
標
準
と
し
て
解
り
易
く
書
い
て
あ
り
ま
す

画
』

北
海
道
一
帝
図
大
聖

ス
キ
ー
部
編
纂

札
幌
市
南
霊
峰
西
三
丁
目

■

定
債
五
拾
銭
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◇
凶
》
ス
キ
ー
の
曾
臆
北
海
道
帝
画
大
望
ス
キ
ー
部
の
右
志
が
、
此
の
雑
誌
を

雛
行
す
る
馬
に
作
っ
て
ゐ
る
倉
で
す
。

◇
ス
キ
ー
を
研
究
せ
ら
る
る
人
．
登
山
に
趣
味
を
持
た
る
ろ
方
が
一
人
で
も
多

く
お
読
み
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

◇
雲
の
善
悪
、
山
の
高
低
に
か
上
は
ら
す
諸
方
而
か
ら
御
寄
稿
下
さ
れ
ん
こ
さ

を
お
願
し
ま
す
。
原
稿
紙
は
御
申
越
次
第
お
送
り
致
し
ま
す
。

◇
原
稿
は
、
、
。
を
一
宇
と
し
、
行
を
更
め
る
と
き
は
一
字
下
げ
る
こ
と
。

◇
記
懐
中
の
敷
最
は
全
て
、
ｑ
＆
鼠
系
に
よ
ら
れ
ん
事
を
望
み
ま
す
。

◇
雑
誌
代
金
に
総
て
一
賑
下
記
の
諸
項
を
御
承
知
下
さ
い
．

§

大
正
十
二
年
二
月
十
四
日
印
刷

大
正
十
二
年
二
月
十
五
日
謹
行

（
毎
月
一
同
十
五
日
装
行
）

癖
識
榊
銅
加
納
郎

札
幌
市
北
一
像
西
二
丁
目

印
刷
所
札
幌
印
刷
株
式
含
誰

札
幌
市
北
六
像
西
七
丁
目

溌
行
所
山
ご
ス
毒
；
Ｉ
の
含

振
替
己
座
爪
穂
八
四
九
五
番

定
慣
金
参
拾
銭

蕪
前
金
御
申
込
か
、
現
金
で
な
け
れ
ば
お
渡
震
し
い
れ

し
ま
せ
ん
Ｏ

器
御
送
金
は
な
る
べ
く
振
替
に
て
お
願
致
し
ま
す
。

器
六
冊
分
前
金
挑
込
の
方
に
は
逢
料
を
頂
き
ま
せ
ん

坐
罪
前
金
の
切
れ
強
時
に
は
最
後
の
分
の
包
装
に
そ
の

旨
記
し
蚤
す
。
次
の
御
塞
金
あ
る
ま
で
配
本
海
見

合
せ
裳
す
。

器
本
誌
は
誉
利
的
の
刊
行
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ｏ
細

介
、
一
縁
故
の
有
無
に
か
Ｌ
は
ら
ず
雑
誌
の
代
侭
ば

頂
き
泉
す
。



幽
琶
ス
キ
！
第
二
十
四
読
定
償
金
参
拾
銭
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蓋
墓
雪
詰
躍
悪
灘
鰯

大
正
十
二
年
二
月
十
論
同
義
行
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